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■今月の表紙
安全・安心な暮らしを守る

阿賀野警察署
　毎朝、子どもたちの通学の安全を守るため、
市役所入口前の横断歩道で街頭指導を行って
います。【写真は同署地域課の藤澤巡査】

地域で活躍！
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　市は、実質的な赤字や将来負担などを表す指標
（健全化判断比率 ①～④）と、公営企業ごとの資
金不足額を表す指標（資金不足比率 ⑤）を議会に

報告し、公表しています。
　平成 30 年度決算に基づく各比率は、次のとお
りで、いずれも健全な指標です。

●●● 健全化判断比率と資金 ●●●

比率名 左の内容説明 市の指標 早期健全化基準財政再生基準
①実質赤字比率 赤字額が標準財政規模に占める比率 赤字なし 12.97% 20%

②連結実質赤字比率 全ての会計を合算した赤字額が標準財政規模に占める比率 赤字なし 17.97% 30%

③実質公債費比率
公営企業、一部事務組合などを含めた
実質的な借入金の元利償還金が標準
財政規模に占める比率

10.6% 25% 35%

④将来負担比率 公営企業、出資法人などを含めた実質
的負債が標準財政規模に占める比率 147.9% 350% ―

⑤資金不足比率 公営企業の資金不足の状況を事業の
規模と比較した比率 資金不足なし 経営健全化基準

20%
※標準財政規模とは、地方公共団体の標準的な状態で通常収入されるであろう経常的一般財源の規模。
※各比率が早期健全化基準や財政再生基準、経営健全化基準を上回った場合、外部監査の実施や財政健全化   
　計画、財政再生計画の策定を行い、財政の健全化に取り組むこととなります。

会計名 歳入 歳出
国民健康保険特別会計 41億7,025万円 41億1,738万円
後期高齢者医療特別会計 8億1,022万円 8億0,248万円
介護保険特別会計 51億7,497万円 49億4,907万円
公共下水道事業特別会計 25億8,329万円 20億8,281万円
集落排水事業特別会計 2億3,789万円 2億2,303万円
押切外四ヶ大字財産区特別会計 733万円 429万円
少年自然の家特別会計 3,144万円 2,991万円
工業団地造成事業特別会計 208万円 208万円

　特別会計は、特定の事業を行うために一般会計とお
金の管理を別にしている会計です。

水道事業会計
収益的収入 12億3,881万円 収益的支出 11億3,648万円
資本的収入 3億1,115万円 資本的支出 9億   819万円

病院事業会計
収益的収入 4億8,236万円 収益的支出 9億6,077万円
資本的収入 3,764万円 資本的支出 7,156万円
※収益的収支は消費税抜き、資本的収支は消費税込み 
   で表示しています。

●●● 市債（借入金）と基金（貯金）の残高 ●●●

　市議会 9月定例会で平成 30年
度の決算が認定されました。
　皆さんからの税金や国・県から
の交付金などがどのように使われ
たのかを報告します。

平成30年度
決算報告

●●● 一般会計 ●●●
　一般会計は、教育や福祉、道路・公
園の整備など、市の基本サービスを行
うための会計です。
　平成 30 年度の一般会計決算額は、
歳入で 217 億 6,796 万円（前年度比 7
億 6,102 万円、3.4％減）、歳出で 205
億 2,731 万円（前年度比 8億 98万円、
3.8％減）となりました。
　市税の増収などにより、歳入は増加
した一方、歳出は、安田地区複合施
設（風とぴあ）の建設により、総務費
が増加したものの、安田学校給食セン
ター移転工事が完了したことや、除排
雪経費が減少したことにより、全体で
は減少となりました。

●●● 特別会計 ●●●

問い合わせ
一般会計・特別会計、財政の健全化比率…企画財政課 財政係　☎ 62-2510（内線 2251）
水道事業会計…上下水道局 庶務係　☎ 62-2159（内線 211）
病院事業会計…健康推進課 病院管理係　☎ 62-2510（内線 2262・2263）

●●● 公有財産 ●●● 区分 土地 建物 現金等
公用財産（本庁舎等） 8万5,868㎡ 2万7,166㎡ ー
公
共
用
財
産

学校 28万7,543㎡ 7万7,715㎡ ー
公営住宅 1万5,704㎡ 3,931㎡ ー
公園 56万2,023㎡ 1,099㎡ ー
その他の施設 51万7,608㎡ 7万6,438㎡ ー

山林 18万5,002㎡ ー ー
その他の土地・建物 35万2,702㎡ 1万4,985㎡ ー
有価証券 ー ー 350万円
出資による権利 ー ー 2,057万円

合　計 200万6,450㎡ 20万1,334㎡ 2,407万円

　不動産、有価証券、出資による
権利など、地方自治法第 238 条に
規定される公有財産の平成 30 年
度末現在の面積や金額は、右の表
のとおりです。
※ 「公共用財産」には、道路・水路・
橋は含まれていません。

　平成 30 年度末の市債残高は、前年度比で 3億
8,949 万円減少し、基金残高は、5億 6,374 万円
増加しました。
　市は、計画的に借入れと返済を行うとともに、
将来の財政需要に備えるため、基金の積み立てを

行っています。
　平成 30 年度は、公共施設等整備基金などへの
積み立てのほか、前年度比で 4倍となったふるさ
と寄附金を積み立てました。

会計名 平成30年度末残高 前年度比
一般会計 237億    147万円 △0.1%
特別会計 181億4,270万円 △1.0%
企業会計 109億9,921万円 △1.6%
合　計 528億4,338万円 △0.7%

■市債残高
会計名 平成30年度末残高 前年度比
一般会計 72億    605万円 7.2%
特別会計 5億4,143万円 16.8%
合　計 77億4,748万円 7.8%

■基金残高

歳出

民生費民生費
60.860.8億円億円

総務費総務費
27.427.4億円億円

土木費土木費
26.826.8億円億円

公債費公債費
22.322.3億円億円

教育費教育費
20.720.7億円億円

衛生費衛生費
17.717.7億円億円

農林水産業費農林水産業費
10.110.1億円億円

消防費消防費
8.98.9億円億円

商工費商工費
6.36.3億円億円

議会費議会費
1.61.6億円億円 労働費労働費

0.20.2億円億円

その他その他
2.52.5億円億円

市税市税
46.246.2億円億円

自主財源
32.6%

依存財源
67.4%

繰越金繰越金
12.012.0億円億円

諸収入諸収入
5.55.5億円億円

地方交付税地方交付税
72.672.6億円億円

使用料・使用料・
手数料手数料
1.21.2億円億円

繰入金繰入金
3.23.2億円億円
分担金・分担金・
負担金・負担金・
寄附金寄附金
2.52.5億円億円

歳入
国庫支出金国庫支出金
26.626.6億円億円

市債市債
20.320.3億円億円

県支出金県支出金
15.715.7億円億円

地方消費税交付金地方消費税交付金
7.87.8億円億円

地方譲与税地方譲与税
2.22.2億円億円 その他その他

1.41.4億円億円

●●● 企業会計 ●●●

市民 1人当たり
の市税 10万9,198円

※ 市民 1人当たりの金額は、平成 31年 3月末
現在の人口 42,263 人で計算しています。

歳入 217億6,796万円

歳出 205億2,731万円
市民 1人当たり
に使ったお金 48万5,704円

財産収入財産収入
0.50.5億円億円

　企業会計は、公共の利益を目的として市が経営
する企業の会計です。
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阿賀野市まちづくり報告書阿賀野市まちづくり報告書
～ 阿賀野市総合計画の進捗状況 ～～ 阿賀野市総合計画の進捗状況 ～

市は「元気で 明るく 活力のある 魅力的なまち」の実現に向け、市の最上位計画である
『阿賀野市総合計画』に基づき、行政運営を行っています。
　このたび、平成 30年度における総合計画の進み具合や施策・基本事業の成果等をまと
めた『まちづくり報告書』を作成しました。
　詳しい内容は市ホームページに掲載しています。

どうやって総合計画の進み具合や成果を評価しているの？どうやって総合計画の進み具合や成果を評価しているの？

■この記事に関する問い合わせは、企画財政課 企画係へ　☎ 62-2510（内線 2242）

 子どもの育成支援の充実 子どもの育成支援の充実

　総合計画は下図のように体系化されており、施策、基本事業、事務事業にはそれぞれ目標達成度を
測る成果指標を設定しています。この指標の実績値を毎年度把握することで評価を行っています。

阿賀野市 まちづくり報告書

平成 30 年度の施策・基本事業の動向（前年度との比較）平成 30 年度の施策・基本事業の動向（前年度との比較）
　下のグラフは、平成30年度の施策と基本事業の成果指標について、前年度と比較し、動向をまとめ
たものです。
　施策については、向上と低下が同数、約半数が横ばいとなり、概ね例年どおりの結果となりました。
　基本事業については、低下よりも向上した指標が多い結果となり、概ね順調であったと評価しています。
　計画体系上位の政策と施策を向上させるため、引き続き、基本事業や事務事業をより効率的・効果的
に実施するとともに、必要に応じて事業の見直しやスクラップ＆ビルド等の対策を講じます。

■施策の成果指標の動向（対前年度比） ■基本事業の成果指標（対前年度比）

政策（7政策（7））

施策（28）施策（28）
政策実現のための手段政策実現のための手段

基本事業（115）基本事業（115）
施策実現のための手段施策実現のための手段

事務事業事務事業
基本事業の目的を実現するための手段基本事業の目的を実現するための手段

基本基本
構想構想

 子育て環境の充実 子育て環境の充実

施策体系 成果指標 評価Ｈ 29
Ｈ 30

この地域で子育てを
したいと感じる乳幼
児の保護者の割合
子どもを遊ばせる場
所が十分にあると感
じる保護者の割合

来場者数

95.3％
96.0％

58.9％
63.3％

15,905人
17,928人

向上↑

向上↑

順調↑

向上向上
1414指標指標
2727％％

横ばい横ばい
2424指標指標
4646％％

低下低下
1414指標指標
2727％％

向上向上
8585指標指標
3434％％

横ばい横ばい
9090指標指標
3636％％

低下低下
5757指標指標
2323％％

比較不可
16指標
7％

 未就学児・保護者の交流 未就学児・保護者の交流 
 と不安軽減 と不安軽減

 あがの子育て支援セン あがの子育て支援セン
 ターにこにこ運営事業 ターにこにこ運営事業

■総合計画の体系図と行政評価のイメージ

阿賀野市人事行政の運営状況阿賀野市人事行政の運営状況

（1）人件費（平成 30年度普通会計決算）
  歳出額　Ａ 人件費　Ｂ  人件費率　Ｂ /Ａ （参考）平成 29 年度の人件費率

205億 2,793万円 33億 4,110万円 16.3% 15.9%

（2）職員の平均年齢、平均給料月額、平均給与月額
（平成31年4月1日現在）

平均年齢 平均給料月額 平均給与月額
一般行政職 44.1 歳 311,396円 350,794円
技能労務職 53.7 歳 301,163円 317,857円
消防職 36.7 歳 308,879円 352,957円

（3）職員の初任給
　（平成31年4月1日現在）

大学卒 高校卒
一般行政職 180,700円 148,600円
消防職 209,700円 167,700円

職員数（平成31年4月1日現在） 　468人（男：287人、女：181人）
1 職員数

（4）主な職員手当
内容・支給単価 国制度との異同

扶養手当 配偶者：月額 6,500 円、父母：月額 6,500 円、子：月額 10,000 円～
15,000円 ※年齢などの区分に応じて支給　　                     同じ

住居手当 借家：月額 12,000 円以上の家賃を支払っている職員に対し、家賃に
応じて最高月額 27,000円まで支給 同じ

通勤手当
交通機関（電車・バス）利用者：運賃の額に応じて最高月額55,000円まで支給、
 自家用車等利用者：片道の使用距離に応じて月額 2,000 円（2km 以
上～5km未満）～ 31,600円（60km以上）まで支給

同じ

期末勤勉手当
期末手当：2.60月分（1.45月分）、勤勉手当：1.85月分（0.9 月分）
※（　）は再任用職員の割合
その他の加算措置：職制上の段階、職務の級による加算　5～ 15％

異なる

退職手当

加算措置：定年前早期加算　2～ 20％

異なる

3 特別職の報酬等
市 長 副市長 教育長 議 長 副議長 議 員

給料・報酬月額 829,000円 635,000円 560,000円 368,800円 300,700円 276,700円
期末手当 3.35 月分

退職手当 市長：829,000円×在職月数× 44％、副市長：635,000円×在職月数× 26％、
教育長：560,000円×在職月数× 20％

2 職員の人件費等

自己都合 勧奨・定年
勤続 20年 19.6695月分 24.586875月分
勤続 25年 28.0395月分 33.27075月分
勤続 35年 39.7575月分 47.709月分
最高限度額 47.709月分 47.709月分

■総務課人事係 ☎ 62-2510（内線 2283）

詳しくは市ホームページをご覧ください

阿賀野市　人事

ホームページを閲覧できない場合は、問い合
わせください。

（1）分限処分
処分事由 降 任 休 職

心身の故障 0人 延べ23人

4 職員の分限・懲戒処分

（2）懲戒処分
　　なし

※ 平均給料月額…職員の基本給の平均、 平均給与月額…給料と各種手当の合計の平均
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寄付

　水島鉄工株式会社（京ヶ瀬工業団地内）が、ユースエール認定企業に
認定されました。ユースエール認定企業は、若者の採用・育成に積
極的で、雇用管理の状況などが優良な中小企業を対象に厚生労働大
臣が認定するもので、ハローワーク新発田管内（阿賀野市、新発田市、
胎内市、聖籠町）では同社が初めての認定企業となります。
　9月24日に新潟労働局で行われた認定書の交付式では、奥村伸人
労働局長から同社の南秀樹社長に認定通知書が手渡されました。

表彰

左から渡邊さん、佐藤さん左から渡邊さん、佐藤さん

第
64
回
中
部
日
本
都
市
対
抗
軟
式
野
球
大
会
新
潟
大
会

●
阿
賀
野
市
野
球
連
盟
「
ミ
ラ
ク
ル
パ
ワ
ー
ズ
」

北
信
越
小
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会
優
勝

●
佐
藤
・
渡
邊
ペ
ア

　
全
国
大
会
の
予
選
会
を
兼
ね
た
「
第
25

回
北
信
越
小
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手

権
大
会
」
が
９
月
29
日
・
30
日
、
長
野
県

松
本
市
で
開
催
さ
れ
、
女
子
５
年
生
以
下

ダ
ブ
ル
ス
の
部
に
出
場
し
た
阿
賀
野
ジ
ュ

ニ
ア
の
佐
藤
玲（
水
原
小
）・渡
邊
暖
花（
堀

越
小
）ペ
ア
が
２
連
覇
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

12
月
に
徳
島
県
で
行
わ
れ
る
全
国
大

会
へ
の
出
場
を
決
め
た
同
ペ
ア
は
、「
昨

年
は
ベ
ス
ト
８
だ
っ
た
の
で
、
今
年
は

ト
ッ
プ
を
目
指
し
た
い
」
と
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　

9
月
14
日
・
15
日
、
十
日
町
市
で
行

わ
れ
た
県
大
会
で
阿
賀
野
市
野
球
連
盟

所
属
「
ミ
ラ
ク
ル
パ
ワ
ー
ズ
」
が
2
連

覇
を
果
た
し
、
全
国
大
会
へ
の
出
場
権

を
手
に
し
ま
し
た
。

　

チ
ー
ム
と
し
て
初
め
て
の
全
国
大
会

出
場
と
な
っ
た
昨
年
は
、
惜
し
く
も
一

回
戦
敗
退
。
11
月
8
日
か
ら
愛
知
県
瀬

戸
市
で
開
催
さ
れ
る
今
年
の
大
会
で

は
、
初
勝
利
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　市は、令和元年度中に 100 歳（大正７年４月１
日～大正 8年 3月 31日生まれ）となる皆さんに、
敬意と祝福を込めて祝状・記念品を贈りました。
　9月 12日、田中市長や米山民生部長が自宅や施
設を訪問し、直接お祝いの言葉を述べました。

　大塚正新潟県新発田地域振興局長からは、内閣
総理大臣と新潟県知事の祝状・記念品が併せて贈
られました。

新規百歳者の皆さん新規百歳者の皆さん　　承諾者のみ掲載

上松マサエさん（かがやき苑）　木根淵ハナエさん（安野町）
太田登志與さん（かがやき苑）　小林　サダさん（かがやき苑）
五十嵐チカさん（前　山）　肥田スイノさん（シンパシー）
遠山　ミツさん（分　田）　齋藤　ナカさん（布　目）
大澤ヨキノさん（下黒瀬）　瀬﨑ヨシイさん（かがやき苑）
古沼キヨミさん（シンパシー）　井上　庄治さん（緑　町）
齋藤ツルミさん（コスモスの里）　大滝ヨシミさん（新　座）
曽我　トシさん（下条町）　関口　ハツさん（保　田）
権瓶　ヨシさん（東　町）　樋口ハルエさん（小　松）
佐藤　　幸さん ※本人の希望により住所非公開前列右から 2番目が関口ハツさん前列右から 2番目が関口ハツさん

新規百歳者表敬訪問新規百歳者表敬訪問

水島鉄工株式会社がユースエール認定企業に認定されました

子
ど
も
た
ち
の
育
成
に

●
髙
野
正
道
さ
ん

左から、田中市長、髙野さん左から、田中市長、髙野さん左から、菊池所長、田中市長左から、菊池所長、田中市長

Ｌ
Ｅ
Ｄ
街
路
灯
を
寄
贈

●
東
北
電
力
㈱
新
発
田
電
力
セ
ン
タ
ー

　

10
月
17
日
、
東
北
電
力
株
式
会

社
新
発
田
電
力
セ
ン
タ
ー
の
菊
池

健
所
長
が
市
役
所
を
訪
れ
、
地
域

の
た
め
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
Ｌ

Ｅ
Ｄ
街
路
灯
を
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
同
セ
ン
タ
ー
の
社
会

貢
献
事
業
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ

た
も
の
で
、
寄
贈
さ
れ
た
街
路
灯

は
、
今
後
市
が
通
学
路
な
ど
の
環

境
整
備
を
行
う
際
に
設
置
し
、
安

全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

す
る
た
め
に
有
効
活
用
し
ま
す
。

　

9
月
19
日
、
株
式
会
社
宇
尾
野
設
計
・
機
工
の
宇
尾

野
功
三
郎
代
表
取
締
役
、
株
式
会
社
め
ん
つ
う
の
羽
田

奈
都
子
取
締
役
、
安
田
設
備
工
業
株
式
会
社
の
喜
多
美

俊
代
表
取
締
役
、
株
式
会
社
第
四
銀
行
の
堀
直
樹
水
原

支
店
長
が
市
役
所
を
訪
問
。

　

県
内
各
自
治
体
の
「
子
育
て
・
教
育
・
人
づ
く
り
」

を
支
援
し
た
い
企
業
が
発
行
す
る
私
募
債
に
か
か
る
手

数
料
の
一
部
を
寄
付
す
る
「
子
育
て
・
教
育
・
人
づ
く

り
応
援
私
募
債
」
の
取
り
組
み
（
株
式
会
社
第
四
銀
行

と
株
式
会
社
北
越
銀
行
の
共
同
企
画
）
と
し
て
、
株
式

会
社
宇
尾
野
設
計
・
機
工
、
株
式
会
社
め
ん
つ
う
、
安

田
設
備
工
業
株
式
会
社
お
よ
び
他
１
社
と
株
式
会
社
第

四
銀
行
、
株
式
会
社
北
越
銀
行
の
連
名
で
26
万
円
を
教

育
目
的
資
金
と
し
て
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

教
育
目
的
資
金
と
し
て

●
企
業
4
社
、
第
四
銀
行
、
北
越
銀
行

左から喜多代表取締役、羽田取締役、田中市長、
宇尾野代表取締役、堀支店長

　

10
月
8
日
、
髙
野
正
道
さ
ん

（
安
野
町
）
が
市
役
所
を
訪
問
さ

れ
、
5
万
3
千
円
を
寄
付
さ
れ

ま
し
た
。

　

い
た
だ
い
た
寄
付
金
は
子
ど

も
た
ち
の
育
成
の
た
め
の
貴
重

な
財
源
と
し
て
活
用
さ
れ
ま
す
。

　

髙
野
さ
ん
の
温
か
い
お
気
持

ち
に
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。
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●
10
月
号
か
ら
Ｕ
Ｄ
フ
ォ
ン
ト
に

変
更
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
、

9
月
号
と
比
べ
て
み
ま
し
た
。

確
か
に
す
っ
き
り
感
が
あ
り
ま

す
ね
。　
　
　
（
50
代
・
男
性
）

☆
フ
ォ
ン
ト
が
違
う
だ
け
で
読
み

や
す
く
な
り
ま
す
ね
。
今
後
も

読
み
や
す
く
分
か
り
や
す
い
広

報
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

●
わ
く
わ
く
ク
ッ
キ
ン
グ
の
お

に
ぎ
ら
ず
が
す
ご
く
お
い
し

そ
う
で
し
た
。
今
度
作
っ
て

み
よ
う
と
思
い
ま
す
！　
　

　
　
　
　
　
　
（
10
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

●
虐
待
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
を
見
て
、

市
内
で
も
虐
待
相
談
が
多
い
こ

と
に
驚
き
ま
し
た
。
子
ど
も
た

ち
が
み
ん
な
幸
せ
で
仲
良
く
暮

ら
せ
た
ら
い
い
の
に
と
思
い
ま

す
。　
　
　
　
（
30
代
・
女
性
）

☆
児
童
虐
待
の
ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ
る

た
び
心
が
痛
み
ま
す
ね
。
市
は

今
後
も
関
係
機
関
と
連
携
し
虐

待
防
止
に
取
り
組
み
ま
す
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

●
阿
賀
野
市
に
引
っ
越
し
て
き

て
初
め
て
広
報
を
読
み
ま
し

た
。
ご
ず
っ
ち
ょ
が
か
わ
い

い
の
で
毎
月
読
み
ま
す
！　

　
　
　
　
　
　
（
20
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

●
地
域
で
の
イ
ベ
ン
ト
や
ご

ず
っ
ち
ょ
の
出
演
予
定
な
ど

を
見
て
、
家
族
で
の
お
出
掛

け
の
参
考
に
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
30
代
・
女
性
）

☆
秋
も
深
ま
り
、
お
出
掛
け
に

ぴ
っ
た
り
の
シ
ー
ズ
ン
で
す

ね
。
阿
賀
野
市
の
秋
を
楽
し

み
尽
く
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

●
い
つ
も
広
報
ク
イ
ズ
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。
た
ま
に
は
ナ

ン
プ
レ
な
ど
に
も
挑
戦
し
て
み

た
い
で
す
。　　
（
40
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

●
内
容
が
充
実
し
て
い
て
読
み
応

え
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。　
　

　
　
　
　
　
　
（
70
代
・
女
性
）

び
、
褒
め
ら
れ
て
感
動
す
る
機

会
が
あ
る
こ
と
は
、
私
た
ち
の
生

き
が
い
に
な
っ
て
お
り
、
例
会
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
場
は
、
私

た
ち
会
員
の
生
活
の
よ
り
ど
こ

ろ
「
心
の
サ
ロ
ン
」
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
日
常
に
音
楽
の

あ
る
喜
び
を
か
み
し
め
な
が
ら
、

活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

演
奏
す
る
曲
、
自
分
の

好
き
な
曲
な
ど
を
練
習

し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
成
果
を
披
露
す

る
課
題
発
表
会
は
年
２

回
開
催
し
、
発
表
会
終

了
後
は
懇
親
会
で
盛
り

上
が
り
、
ク
ラ
ブ
の
結

束
を
強
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
新
潟
県
ハ
ー
モ
ニ

カ
協
議
会
演
奏
発
表
会
や
笹
神

中
学
校
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
、

安
田
芸
能
の
集
い
な
ど
、
市
内

外
の
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
に
参
加

し
、
会
員
の
士
気
を
高
め
、
技

術
向
上
に
も
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
、

５
か
所
の
福
祉
施
設
等
を
毎
月

訪
問
す
る
ほ
か
、
市
内
の
地
域

お
茶
の
間
サ
ロ
ン
に
も
訪
問
し
、

年
間
約
70
か
所
で
ハ
ー
モ
ニ
カ

演
奏
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

日
頃
の
成
果
を
披
露
で
き
る

場
が
あ
る
こ
と
は
、
活
動
の
張

り
合
い
に
な
っ
て
い
ま
す
。

◎
活
動
し
て
い
て
思
う
こ
と

　

自
分
た
ち
自
身
が
楽
し
ん
で

や
っ
て
い
る
こ
と
が
、
周
り
の
人

た
ち
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
。
こ
ん

な
嬉
し
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

高
齢
に
な
っ
て
も
学
習
す
る
喜

　

今
月
は
、
優
し
い
ハ
ー
モ
ニ
カ

の
音
色
で
聴
く
人
の
心
を
癒
や

す「
阿
賀
野
ハ
ー
モ
ニ
カ
ク
ラ
ブ
」

を
紹
介
し
ま
す
。

◎
活
動
の
き
っ
か
け

　

平
成
19
年
７
月
、
ハ
ー
モ
ニ
カ

好
き
の
３
人
が
、
ハ
ー
モ
ニ
カ
で

日
常
を
楽
し
む
仲
間
を
募
ろ
う

と
ク
ラ
ブ
を
結
成
し
ま
し
た
。

◎
活
動
内
容

　

会
員
は
、
退
職
後
に
ハ
ー
モ
ニ

カ
を
始
め
た
人
や
子
ど
も
の
こ

ろ
か
ら
探
り
吹
き
（
知
っ
て
い
る

メ
ロ
デ
ィ
を
楽
譜
な
し
で
音
を

探
し
な
が
ら
吹
く
こ
と
）
を
や
っ

て
い
る
人
な
ど
、
60
〜
80
代
の

20
人
。
と
に
か
く
「
楽
し
く
！
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
活
動
し
、
今
年
で

13
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

水
原
公
民
館
で
毎
月
3
回
行

う
例
会
で
は
、
有
資
格
の
会
員

か
ら
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
発

表
会
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で

■
問
い
合
わ
せ

　

市
長
政
策
・
市
民
協
働
課  

市

民
協
働
係　

☎
61
‐
２
５
０
２

市
民
の
力
で
ま
ち
が
輝
く
☆

市
民
の
力
で
ま
ち
が
輝
く
☆

阿
賀
野
ハ
ー
モ
ニ
カ

阿
賀
野
ハ
ー
モ
ニ
カ
ク
ラ
ブ

ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

    
代
表　

佐
藤　

巌

代
表　

佐
藤　

巌 

広
が
れ
！

広
が
れ
！ 

活
動
の
輪

活
動
の
輪

　
ハ
ー
モ
ニ
カ
の
音
色
っ
て
、
ど

こ
か
懐
か
し
い
感
じ
が
す
る
っ

ち
ょ
。
演
奏
す
る
人
も
聴
く
人

も
、
小
さ
な
楽
器

ひ
と
つ
で
心
豊
か

に
な
る
ん
だ
ね
。

☆応募の方法など☆

　上の2つの写真で、5か所だけ違うところが
あります。①クイズの答え②広報紙や市政への
意見③郵便番号・住所④氏名⑤年齢⑥電話番号
を記入し、はがきや電子メール、ＦＡＸで 11
月 18日（月）必着で応募してください。
送付先：〒959-2092　阿賀野市役所　広報あがの行
電子メール：shiminkyodo@city.agano.niigata.jp
ＦＡＸ：62-0281
※正解者の中から抽選で5人にごずっちょグッ
　ズをプレゼントします。発表は、賞品の発送
　をもって代えさせていただきます。

問題 1：「66」
問題 2：「心理」

☆ 10 月号の正解は次のとおりです。☆

★今月のプレゼント★★今月のプレゼント★

ごずっちょシール＆ごずっちょシール＆
ペンケースペンケース

広
報
あ
が
の
行

阿
賀
野
市
役
所

9 5 9 2 0 9 2①クイズの答え
切り抜いて貼り付け
ると簡単です。ホー
ムページにも応募用
紙があります。
②広報紙や市政への意見
③郵便番号・住所
④氏名
⑤年齢
⑥電話番号

紙面紙面
あなたに挑戦

「写真クイズ」

　10月 5日・6日、水原総合体育館で新潟アルビレックスＢＢラビッツの開幕戦が行われました。２戦目
は６点差まで詰め寄り、今後の試合に向け、選手たちの士気も高まっています。　※左側が実際の写真です。

★10月もイベントに参加してきたっちょ！

　10月 6日は水原小学校グラウンドで行われ
た「第 5回あがの市民まつり」に参加してき
たっちょ。遊びに来てくれたみんな、ありが
ちょ！

★今月のイベント参加予定だよ！

　11月 2日、3日は「トキっ子子育て応援フェ
ア（ハイブ長岡）」、4日は「あがのわくわく
産業フェア（サントピアワールド）」、8日～
15日は「秋季火災予防運動」に参加予定だっ
ちょ。ぜひごずっちょに会いに来てっちょ～！

★ごずっちょをイベントに出演させ
ませんか？

　幼稚園・保育園や小・中学校、地域のイベ
ントにごずっちょを登場させませんか。
　ごずっちょのイベント出演に関する詳しい
問い合わせは、市長政策・市民協働課まで。

★

ごずっちょのお出掛け情報やごずっちょのお出掛け情報や
近況をお知らせします近況をお知らせします

ごずっちょ通信ごずっちょ通信№89№89
ごずっちょの情報は、Facebookや市ホームページ
でも見れるっちょ。
【問い合わせ】
市長政策・市民協働課 市民協働係　☎ 61-2502

ごずっちょ 検索

第 5回あがの市民まつり第 5回あがの市民まつり
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わたしの名前は「アリス」。
4歳のボーダーコリーよ。
よく「美犬」って言われ
るけど、実は寝相がとっ
ても悪いのはヒミツ！

　最近はおうちのママと「ドッ
グダンス」の練習中。人と犬が
一体になって音楽に合わせて動
くスポーツなの。いつかみんな
に華麗な演技を披露したいな。

「はるたん」は タッチが とくい！ママが「タッチ」って お
ててを だしたら じょうずに タッチできるんだよ。
　ぼくには おないどしの いとこが いるんだ。いっしょに あ
そんだり たまに けんかも したりして なかよく すくすく おお
きくなるぞー。

椎谷 晴
は る た

太くん（9か月）／緑町（パパ真さん・ママ奈津紀さん）

小池文枝さん（外城町）宅の「アリス」ちゃん

【材料】（4人分）
ほうじ茶ティーバッグ…………………2個
水…………………………………………70g
牛 乳 ……………………………………180g
生クリーム………………………………70g
砂糖………………………………大さじ 1.5
粉 寒天……………………………………2g
〈黒蜜〉
黒砂糖（粉末）……………………大さじ 2
水……………………………………大さじ 1

わくわくクッキング♪わくわくクッキング♪わくわくクッキング♪わくわくクッキング♪

【作り方】
① 鍋に水を入れ、沸騰させたらティーバッグを入れて火を止め、3分ほ
ど蒸らす。牛乳を加えて再び火にかけ、
煮立ったら弱火にして 2分煮出し、ティー
バッグを取り出す。
②  ①に砂糖、粉寒天を加えて混ぜ、２分ほ
ど沸騰させる。最後に生クリームを加え
火を止めて混ぜる。荒熱が取れたら器に
入れ、冷蔵庫で冷やし固める。
③ 黒砂糖、水を鍋に入れ混ぜながら火にかけ
る。とろりとしたら火を止めて、②にかける。

クックパッド　阿賀野市 検索ほうじ茶ミルク寒ほうじ茶ミルク寒（136kcal)（136kcal)

やさしい甘さの和風スイーツです。

ごずっちょが、みんなの素朴な
疑問にお答えするっちょ！

毎週金曜日の午前5
時30分から、白鳥を
守る会の会員と、市役
所職員合わせて7人
が、それぞれの目で見
て数えているっちょ。

瓢湖のハクチョウの数
は、いつ、誰が、どうやっ
て数えているの？

◆ハクチョウの数え方
① 湖面から飛び立っていく数を
順番に数える。

② 最後に湖面に残った数を足す。
③  7 人それぞれの数値を合わせ
て、平均値を出す。

↓
ハクチョウの数が決まる！

★ 素朴な疑問があれば、市長
政策・市民協働課まで！

1 2 3
…

（258羽＋ 260羽＋…）÷ 7人

＝    259  羽

安 田 支 所  ☎ 68‐3000
安田公民館・体育館  ☎ 68‐3006

京ヶ瀬支所  ☎ 67‐2111
市立図書館  ☎ 67‐2500

阿賀野市役所  ☎ 62‐2510
水原総合体育館  ☎ 62‐0656
水原公民館  ☎ 62‐2028
あがの市民病院  ☎ 62‐2780
上下水道局  ☎ 62‐2159
消 防 本 部  ☎ 62‐2058

笹 神 支 所  ☎ 62‐4141
学校教育課  ☎ 62‐2790
生涯学習課  ☎ 62‐5322
農業委員会  ☎ 62‐2420
笹神体育館  ☎ 61‐2111
ふれあい会館  ☎ 63‐8019     

お知らせお知らせ
主　

要　

連　

絡　

先

■略字の見方

このマークが付いている記事はあがのポ
イント対象事業です。○ポイントが付与
されます。参加の際はカードを持参してく
ださい。

○

あがのポイント
対象事業

日＝日時・期間 場＝場所・会場 内＝内容
対＝対象　　　 定＝定員　　　 ￥＝参加費等
講＝講師　  持＝持ち物　　 他＝その他　
申＝申し込み　 問＝問い合わせ
先着…先着順　 抽選…応募多数の場合抽選
※対どなたでも、定特になし、￥無料、申不要
　の場合は記載なし

催　
　

し

手
続
き
・
制
度

募　
　

集

子
育
て
・
教
育

健
康
・
福
祉

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

催　
　

し

全
て
無
料
で
参
加
で
き
ま
す

全
て
無
料
で
参
加
で
き
ま
す

塾
の
コ
ン
ビ
ニ

◎
親
子
あ
そ
び
塾

 

①
に
こ
に
こ
木
育
広
場

に
こ
に
こ
木
育
広
場

日
11
月
10
日
（
日
）
午
前
10
時

〜
正
午

場
あ
が
の
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
に
こ
に
こ「
プ
レ
ー

ル
ー
ム
」　

講
岡
田
真
弓
氏
（
お

も
ち
ゃ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
マ
ス

タ
ー
）

② 

に
こ
に
こ
リ
ト
ミ
ッ
ク

に
こ
に
こ
リ
ト
ミ
ッ
ク

日
11
月
8
日
（
金
）
午
前
10
時

〜
10
時
30
分

場
あ
が
の
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
こ
に
こ「
プ

レ
ー
ル
ー
ム
」　

講
成
田
先
由
海

氏
（
音
楽
教
室
・
リ
ト
ミ
ッ
ク

教
室
主
宰
）

③ 

カ
メ
ラ
で
親
子
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

カ
メ
ラ
で
親
子
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン

シ
ョ
ン
・
ベ
ビ
ー
フ
ォ
ト
教
室

ベ
ビ
ー
フ
ォ
ト
教
室

日
11
月
14
日
（
木
）
午
前
10
時

20
分
〜
11
時
30
分

場
あ
が
の

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
こ
に

こ
「
フ
リ
ー
ル
ー
ム
」　

講
荒
木

亜
紀
氏
（
ロ
イ
ヤ
ル
セ
ラ
ピ
ス

ト
協
会
認
定
講
師
）　

定
6
組

（
要
事
前
予
約
、
初
参
加
の
人
の

み
）　

持
カ
メ
ラ
ま
た
は
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
、
筆
記
用
具

④ 

に
こ
に
こ
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
・

に
こ
に
こ
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
・

な
ん
で
も
お
し
ゃ
べ
り
会

な
ん
で
も
お
し
ゃ
べ
り
会

子
育
て
中
の
人
な
ら
誰
で
も

参
加
で
き
ま
す
。
お
茶
を
飲
み

な
が
ら
お
し
ゃ
べ
り
し
ま
し
ょ

う
。

日
11
月
21
日
（
木
）
午
前
10
時

〜
11
時
30
分

場
あ
が
の
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
こ
に
こ「
に

こ
に
こ
ル
ー
ム
」

⑤ 

に
こ
に
こ
テ
ィ
ー
タ
イ
ム（
足
育
編
）

に
こ
に
こ
テ
ィ
ー
タ
イ
ム（
足
育
編
）

日
11
月
29
日
（
金
）
午
前
10
時

〜
11
時
20
分

場
あ
が
の
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
こ
に
こ

「
に
こ
に
こ
ル
ー
ム
」　

講
佐
々

木
あ
ゆ
み
氏

⑥ 

に
こ
に
こ
テ
ィ
ー
タ
イ
ム　

に
こ
に
こ
テ
ィ
ー
タ
イ
ム　

（
栄
養
講
座
）

（
栄
養
講
座
）

日
11
月
15
日
（
金
）
午
前
10
時

〜
11
時
30
分

場
あ
が
の
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
こ
に
こ

「
に
こ
に
こ
ル
ー
ム
」　

講
高
橋

佳
子
（
健
康
推
進
課
管
理
栄
養

士
）　

内
こ
ど
も
の
食
に
つ
い
て

◎
共
通
事
項

共
通
事
項

申
・
問
あ
が
の
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
に
こ
に
こ　

☎
62
‐

５
５
８
１
（
申
し
込
み
は
③
の

み
）◎

親
子
え
い
ご
塾

（
Ｇ
ｏ
！
Ｇ
ｏ
！
え
い
ご
）

日
11
月
13
日
（
水
）、24
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
11
時　

場
あ
が
の

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
こ
に

こ
「
プ
レ
ー
ル
ー
ム
」　

講
ダ

フ
ニ
ー
・
ロ
ッ
ク
氏
（
ス
タ
ー

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
新

潟
）　

問
あ
が
の
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

に
こ
に
こ　

☎
62
‐

５
５
８
１

宝
珠
温
泉
保
養
セ
ン

タ
ー
あ
か
ま
つ
荘
催
し

◎
カ
ラ
オ
ケ
と
舞
踊

カ
ラ
オ
ケ
と
舞
踊

日
11
月
9
日
（
土
）
正
午
〜　

出
演
＝

出
演
＝
歌
謡
ほ
ほ
え
美
会

◎ 

歌
と
歌
と
舞
踊
シ
ョ
ー

舞
踊
シ
ョ
ー

日
11
月
10
日
（
日
）
正
午
〜　

出
演
＝

出
演
＝
岡
山
歌
謡
ク
ラ
ブ

◎ 
歌
と
踊
の
発
表
会

歌
と
踊
の
発
表
会

日
11
月
17
日
（
日
）
正
午
〜　

出
演
＝

出
演
＝
明
間
隆
雄
と
愉
快
な
仲

間
た
ち

問
宝
珠
温
泉
保
養
セ
ン
タ
ー
あ

か
ま
つ
荘　

☎
68
‐
５
７
２
６

あ
が
の
お
話
の
会

あ
が
の
お
話
の
会

昔
語
り
の
会

日
11
月
17
日
（
日
）
午
前
11
時

〜
正
午
（
毎
月
第
3
日
曜
）　

場

水
原
ふ
る
さ
と
農
業
歴
史
資
料

館
「
農
家
の
居
間
」　

定
35
人　

問
水
原
ふ
る
さ
と
農
業
歴
史
資

料
館　

☎
63
‐
１
７
２
２

水
原
水
原
ふ
る
さ
と

ふ
る
さ
と
農
業
歴
史
資
料
館

農
業
歴
史
資
料
館

そ
ば
打
ち
体
験
会

日
11
月
17
日
（
日
）
午
前
10
時

〜
正
午
（
毎
月
第
3
日
曜
）　

内

そ
ば
打
ち
体
験
と
試
食
会　

￥

１
５
０
0
円　

申
・
問
水
原
ふ

る
さ
と
農
業
歴
史
資
料
館　

☎

63
‐
１
７
２
２
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催　
　

し

に
い
が
た
の
郷
土
料
理

に
い
が
た
の
郷
土
料
理

ち
ま
き
作
り
教
室

親
子
や
友
達
同
士
で
新
潟
の
三

角
ち
ま
き
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
11
月
30
日
（
土
）
午
後
1
時

〜
3
時
（
昼
12
時
30
分
〜
受
付
）

場
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
京
和

荘
2
階　

対
小
学
生
と
保
護

者
（
祖
父
母
可
）　

定
15
組　

内

笹
で
米
を
包
み
、
ス
ゲ
で
縛
る

ま
で
を
体
験
し
ま
す
。　

￥
1

組
（
大
人
と
子
ど
も
）
５
０
０

円　

※
持
ち
帰
り
の
ち
ま
き
10

個
付
き　

持
エ
プ
ロ
ン
、
三
角

巾
、
手
拭
き
タ
オ
ル
、
筆
記
用

具　

他
大
人
の
み

の
参
加
も
可
能
で

す
。
申
込
時
に
伝
え

て
く
だ
さ
い
。　

申
・
問
健
康

推
進
課
健
康
づ
く
り
係　

☎
62

‐
２
５
１
０
（
内
線
２
６
２
１
）

申
込
締
切

申
込
締
切
＝
11
月
22
日
（
金
）

建
物
密
集
地
域
に
お
け
る

建
物
密
集
地
域
に
お
け
る

火
災
防
ぎ
ょ
訓
練
を

実
施
し
ま
す

糸
魚
川
市
大
規
模
火
災
を
教

訓
に
、
火
災
防
ぎ
ょ
訓
練
を
行
い

ま
す
。
訓
練
参
加
自
治
会
以
外
の

皆
さ
ん
も
見
学
、
体
験
で
き
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
来
て
く
だ
さ
い
。

日
11
月
10
日
（
日
）
午
前
9
時

30
分
〜
正
午　

場
笹
岡
・
山
崎

地
内
（
笹
神
地
区
）

訓
練
参
加
自
治
会

訓
練
参
加
自
治
会
＝
笹
岡
自
治

会
、
山
崎
自
治
会　

交
通
規
制

交
通
規
制

＝
笹
岡
・
山
崎
地
内
の
県
道

お
よ
び
市
道
の
一
部
が
通
行
止

め
と
な
り
ま
す
。　

他
午
前
9

時
32
分
頃
、
一
部
の
防
災
行
政

無
線
か
ら
訓
練
放
送
・
サ
イ
レ

ン
が
流
れ
ま
す
。　

問
市
消
防

署
か
が
や
き
分
署　

☎
68
‐

３
０
０
７

1111
月
1111
日（
月
）〜
1717
日（
日
）は

「
税
を
考
え
る
週
間
」
で
す

国
税
庁
で
は
、
毎
年
11
月
11

日
〜
17
日
を
「
税
を
考
え
る
週

間
」
と
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
広
報

広
聴
施
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
テ
ー
マ
は
、「
く
ら
し

を
支
え
る
税
」
で
す
。

　

こ
の
活
動
の
一
環
と
し
て
、

新
発
田
税
務
署
管
内
の
中
学
・

高
校
生
が
応
募
し
た
税
に
関
す

る
作
文
の
中
か
ら
、
優
秀
作
品

を
展
示
し
ま
す
。
ま
た
、
税
に

関
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
も
配

布
し
ま
す
。

作
品
展
示

作
品
展
示
＝
11
月
9
日
（
土
）

〜
17
日
（
日
）　

パ
ン
フ
レ
ッ
ト

パ
ン
フ
レ
ッ
ト

配
布
配
布
＝
11
月
12
日
（
火
）
午
後

3
時
〜
4
時　

場
イ
オ
ン
モ
ー

ル
新
発
田
2
階
フ
ロ
ア　

問
新

発
田
税
務
署　

☎
０
２
５
４
‐

22
‐
３
１
６
１　

催　
　

し

手
続
き
・
制
度

募　
　

集

子
育
て
・
教
育

健
康
・
福
祉

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

催　
　

し

手
続
き
・
制
度

募　
　

集

子
育
て
・
教
育

健
康
・
福
祉

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

50

あがのポイント
対象事業

用

日時 1111月月3030日日 土  午後 1時 30分～ 3時 30分（午後 1時～受付）午後 1時 30分～ 3時 30分（午後 1時～受付）

場所 子育て支援センターにこにこ子育て支援センターにこにこ
（（岡山町13‐23岡山町 13‐23））

内  絵本の読み聞かせ方について
　 （対象は大人のみです）
講  サトシン氏（絵本作家）
　 　 1962 年新潟県生まれの絵本作家。コ
ミュニケーション遊び「おてて絵本」を
発案。主な作品として、「うんこ！」「わ
たしはあかねこ」などがあります。
定  40 人程度 先着

他  生後 6か月以上（未就学児）の子ども
を預かります。11 月 22 日（金）まで
に電話で申し込んでください。　※協
力金 100 円がかかります。

申  11 月 12 日（火）から電話ま
たは市ホームページで申し込
みできます。

主催＝主催＝阿賀野市、（公財）新潟県女性財団
問  企画財政課 企画係　☎ 61‐2482

　女の子らしさ、男の子らしさにとらわれない生き方を、絵本から学びましょう。

参加
無料

サトシン
の

絵本よみま
ショー！

　「阿賀野市の産業を知ってもらいたい！」そ
んな思いから阿賀野市産業発見ツアーを開催し
ます。
　今回は「阿賀野市安田地区で地域の産業を学
ぼう！」をテーマに安田瓦産業、酪農産業を学
ぶ内容となっています。
　阿賀野市の産業・企業のおもしろさを体験し
てみませんか？
日  11 月 30 日（土）午前 9時～午後 1時（予定）
場  市役所正面玄関前集合

対  市内在住の学生・幼児（3歳以上）
　 ※中学生以下は保護者同伴
内  ・・丸三安田瓦工業㈱で粘土遊び体験　　
　 ・・㈲ヤスダヨーグルトで工場見学
　 ・・㈱神田酪農で酪農体験・学習
定  15 人 先着
申・問  商工観光課 商工振興係　☎ 62‐2510　

（内線 2351）
申込締切＝申込締切＝ 11 月 5日（火）～ 15日（金）

を開催します

時間 内容

午前 9時 30分～ 119 番通報訓練

午前 9時 35分～ 自治会初期消火訓練

午前 9時 55分～ 消防隊消火訓練

午前 10時 20分～
（自由参加）

初期消火訓練・濃煙体験・
住宅用火災警報器の説明

（公財）新潟県女性財団地域セミナー（公財）新潟県女性財団地域セミナー



15 14令和元年11月号 令和元年11月号

木
造
住
宅
耐
震
診
断
等
支
援
事
業

木
造
住
宅
耐
震
診
断
等
支
援
事
業

あ
な
た
の
住
宅
は

安
全
で
す
か
？

市
で
は
、
地
震
に
よ
る
建
物

の
倒
壊
や
崩
壊
か
ら
住
民
の
生

命
と
財
産
を
守
る
た
め
、
耐
震

診
断
費
用
と
耐
震
設
計
・
耐
震

改
修
等
の
費
用
を
補
助
し
ま

す
。

◎
耐
震
診
断
（
無
料
）

耐
震
診
断
（
無
料
）

対
次
の
全
て
に
該
当
す
る
住
宅
。

①
市
内
に
あ
る
住
宅
で
、
所
有

者
ま
た
は
3
親
等
以
内
の
親
族

が
居
住
す
る
住
宅
、
②
昭
和
56

年
5
月
31
日
以
前
に
建
築
ま
た

は
工
事
が
着
手
さ
れ
た
木
造
住

宅
、
③
一
戸
建
て
の
住
宅
（
店

舗
・
事
務
所
併
用
住
宅
の
場
合

は
、
住
宅
部
分
が
延
面
積
の
２

分
の
１
以
上
）、
④
地
上
２
階
建

て
以
下
の
住
宅
、
⑤
特
定
工
法

に
よ
り
建
築
さ
れ
て
い
な
い
住

宅
、
⑥
補
助
を
受
け
て
耐
震
診

断
を
行
っ
て
い
な
い
住
宅　

募

集
予
定
戸
数

集
予
定
戸
数
＝
4
戸
程
度　

受

付
期
間
＝

付
期
間
＝
11
月
18
日
（
月
）
〜

25
日
（
月
）
※
予
定
戸
数
に
達

し
次
第
、
受
付
期
間
の
途
中
で

も
受
け
付
け
を
終
了
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

◎
耐
震
設
計

耐
震
設
計

対
本
事
業
を
利
用
し
て
耐
震
診

断
を
受
け
、
か
つ
評
点
が
1
・

0
未
満
の
建
物
の
所
有
者　

補

助
金
額

助
金
額
＝
耐
震
設
計
に
要
す
る

費
用
の
２
分
の
１
以
内
（
上
限

10
万
円
）
募
集
予
定
戸
数

募
集
予
定
戸
数
＝
2

戸
程
度　

受
付
受
付
期
限
＝

期
限
＝
11
月
25

日
（
月
）

◎
耐
震
改
修
等

耐
震
改
修
等

対
本
事
業
を
利
用
し
て
耐
震
診

断
ま
た
は
耐
震
設
計
を
受
け
た

住
宅
の
所
有
者
。
詳
し
く
は
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

受
付
受
付

期
限
＝

期
限
＝
11
月
25
日
（
月
）

◎
共
通
事
項

共
通
事
項

申
込
方
法

申
込
方
法
＝
申
請
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
市
役
所
3
階
建
設

課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請

書
は
建
設
課
に
あ
る
ほ
か
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。
問
建
設
課
都
市

計
画
建
築
係

☎
62
‐
２
５
１
０

（
内
線
２
３
２
２・２
３
２
３
）

ま
だ
申
し
込
み
で
き
ま
す

ま
だ
申
し
込
み
で
き
ま
す

令
和
元
年
度

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業

　

市
民
の
生
活
環
境
の
向
上
を

推
進
し
、
市
内
住
宅
関
連
業
者

の
振
興
と
地
域
経
済
の
活
性
化

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
へ
の
補
助
金

交
付
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

◎  

対
象
者
要
件

対
象
者
要
件

　

次
の
全
て
に
該
当
す
る
人
。

①
市
内
に
居
住
し
、
住
民
登
録

を
有
す
る
人
（
空
き
家
住
宅

を
リ
フ
ォ
ー
ム
し
、
市
内
に

定
住
す
る
市
外
在
住
者
を
含

む
）

②
市
税
、
国
民
健
康
保
険
税
、
下

水
道
受
益
者
負
担
金
お
よ
び

集
落
排
水
事
業
分
担
金
を
滞

納
し
て
い
な
い
人

③
本
事
業
を
利
用
し
た
こ
と
が

な
い
人
ま
た
は
以
前
本
事
業

を
利
用
し
た
が
補
助
金
上
限

額
に
満
た
な
い
人

◎  

対
象
住
宅
要
件

対
象
住
宅
要
件

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
。

①
補
助
対
象
者
が
市
内
に
所
有

し
、
自
ら
居
住
す
る
一
戸
建

て
住
宅
（
共
同
住
宅
、
賃
貸

住
宅
は
除
く
）

②
個
人
が
定
住
す
る
た
め
に
リ

フ
ォ
ー
ム
す
る
市
内
の
空
き

家
住
宅

※
店
舗
・
事
務
所
併
用
住
宅
の

場
合
は
、
住
宅
部
分
の
み
補

助
対
象
と
す
る

補
助
金
額
＝

補
助
金
額
＝
多
世
代
世
帯
（
親

と
子
と
孫
で
同
居
す
る
世
帯
）

の
人
…
最
高
25
万
円
、
多
世
代

世
帯
で
な
い
人
…
最
高
15
万
円

申
令
和
2
年
3
月
31
日
ま
で
に

完
了
お
よ
び
実
績
報
告
が
可
能

な
工
事
を
対
象
と
し
ま
す
。
工

事
着
工
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。　

問
建
設
課
都
市
計
画
建

築
係　

☎
62
‐
２
５
１
０
（
内

線
２
３
２
４
）募　

集

児
童
福
祉
審
議
会
委
員

を
公
募
し
ま
す

市
長
の
諮
問
に
応
じ
て
、
児

童
の
健
や
か
な
育
成
お
よ
び
子

育
て
支
援
に
関
す
る
基
本
的
事

項
に
つ
い
て
調
査
、
審
議
す
る

委
員
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
数
＝

募
集
人
数
＝
2
人　

任
期
＝

任
期
＝
2

年　

応
募
要
件
＝

応
募
要
件
＝
応
募
時
に
20

歳
以
上
の
市
内
在
住
者
で
、
他

の
審
議
会
や
付
属
機
関
の
公
募

委
員
に
な
っ
て
い
な
い
人　

報

酬
＝
酬
＝
1
日
4
千
円
（
4
時
間
未

満
の
場
合
）　

申
応
募
申
込
書

に
、
住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・

電
話
番
号
・
応
募
の
動
機
等
を

記
入
の
上
、
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
で
も
受

け
付
け
ま
す
。　

応
募
締
切
＝

応
募
締
切
＝

11
月
29
日
（
金
）
必
着

他
選
考
結
果
は
12
月
中
旬
に
応

募
者
に
知
ら
せ
ま
す
。

問
社
会
福
祉
課
児
童
福
祉
係

☎
62
‐
２
５
１
０
（
内
線

２
１
５
０
）、
Ⓕ
61
‐
２
０
３
６
、

 shakaifukushi@
city.

agano.niigata.jp

〒
９
５
９
‐
２
０
9
２
（
住
所

不
要
）

催　
　

し

手
続
き
・
制
度

募　
　

集

子
育
て
・
教
育

健
康
・
福
祉

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

催　
　

し

手
続
き
・
制
度

募　
　

集

子
育
て
・
教
育

健
康
・
福
祉

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

催　
　

し

水
原
公
民
館

水
原
公
民
館
1
階
交
流
ホ
ー
ル

階
交
流
ホ
ー
ル

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

展
示
案
内

◎ 

暮
ら
し
の
道
具
一
閑
張
展　

暮
ら
し
の
道
具
一
閑
張
展　

（
島
影
勇
蔵
氏
）

（
島
影
勇
蔵
氏
）

日
11
月
12
日（
火
）〜
18
日（
月
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
初
日

は
正
午
か
ら
、
最
終
日
は
午
後

3
時
ま
で
）　

内
一
閑
張
の
器

◎ 

フ
ラ
ワ
ー
サ
ー
ク
ル
花
言
葉

フ
ラ
ワ
ー
サ
ー
ク
ル
花
言
葉

『
フ
ラ
ワ
ー
＆
絵
手
紙
展
』

『
フ
ラ
ワ
ー
＆
絵
手
紙
展
』

日
11
月
23
日
（
土
・
祝
）
〜
25

日
（
月
）
午
前
９
時
〜
午
後
５

時
（
最
終
日
は
正
午
ま
で
）

内
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
、
プ

リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
、
絵
手
紙

問
水
原
公
民
館　

☎
62
‐

２
０
２
８

水
原
公
民
館

水
原
公
民
館

11
月
の
催
し
案
内

◎ 

第
1515
回　

阿
賀
野
市
書
道
展

回　

阿
賀
野
市
書
道
展

日
11
月
22
日（
金
）〜
24
日（
日
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
初
日

は
午
後
1
時
か
ら
、
最
終
日
は

午
後
2
時
ま
で
）　

場
水
原
公
民

館
1
階
「
大
講
堂
」

〇
作
品
解
説

日
11
月
24
日
（
日
）
午
後
1
時
〜

場
水
原
公
民
館
1
階
「
大
講
堂
」

講
岡
村
鉄
琴
氏（
新
潟
大
学
教
授
）

問
水
原
公
民
館　

☎
62
‐

２
０
２
８

第
1212
回

手
作
り
の
仲
間
た
ち

作
品
展

日
11
月
22
日（
金
）〜
24
日（
日
）

午
前
9
時
〜
午
後
4
時
（
最
終

日
は
午
後
2
時
ま
で
）　

場
ギ
ャ

ラ
リ
ー
グ
レ
ー
ヌ
（
榎
船
渡

１
１
８
）　

内
天
然
素
材
の
か
ご

バ
ッ
ク
、
つ
る
細
工
、
木
工
品
、

布
製
品
、
陶
磁
器　

問
カ
フ
ェ

ジ
ェ
ル
ム　

☎
25
‐
７
６
７
７

五
頭
山
麓
う
ら
ら
の
森

五
頭
山
麓
う
ら
ら
の
森

秋
の
大
感
謝
祭

日
11
月
17
日
（
日
）　

午
前
8
時

〜
午
後
3
時

場
五
頭
山
麓
う

ら
ら
の
森

内
秋
野
菜
販
売
、
物

販
テ
ン
ト
出
店　

他
豚
汁
無
料

サ
ー
ビ
ス
（
無
く
な
り
次
第
終

了
）、
５
０
０
円
以
上
の
購
入
で

豆
腐
1
つ
、
１
０
０
０
円
以
上
の

購
入
で
豆
腐
2
つ
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
す
。　
問
ゆ
う
き
ふ
れ
あ

い
即
売
所　

☎
66
‐
２
２
９
９

ナ
ツ
メ
ロ
歌
謡
・
唱
歌
・
童
謡

ナ
ツ
メ
ロ
歌
謡
・
唱
歌
・
童
謡

カ
ラ
オ
ケ
会

　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

好
き
な
曲
を
リ
ク
エ
ス
ト
し
て

楽
し
く
歌
い
ま
し
ょ
う
。

日
・
場
①
11
月
4
日
（
月
・
振
休
）

／
水
原
公
民
館
1
階
「
大
講
堂
」、

②
11
月
17
日
（
日
）
／
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
京
和
荘
「
多
目
的
ホ
ー

ル
」
各
日
午
後
2
時
〜
4
時

主
催
主
催
＝
歌
声
サ
ー
ク
ル
（
社
会

教
育
関
係
団
体
）
問
小
林　

☎

０
９
０
‐
９
６
７
４
‐
７
７
３
１

地
域
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
事
業

地
域
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
事
業

桜
と
光
の
饗
宴

〜
返
り
咲
け
、
東
洋
一
の
桜
へ
〜

か
つ
て
「
東
洋
一
の
桜
」
と

呼
ば
れ
た
加
治
川
の
桜
の
木
に

桜
色
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を

施
し
ま
す
。

点
灯
期
間

点
灯
期
間
＝
11
月
9
日
（
土
）

〜
16
日
（
土
）　

点
灯
時
間

点
灯
時
間
＝
午

後
6
時
〜
9
時　

点
灯
式

点
灯
式
＝
11

月
9
日
（
土
）
午
後
5
時
30
分

〜　

※
荒
天
決
行

場
加
治
川

治
水
公
園　

問
（
一
社
）
新
発

田
青
年
会
議
所　

☎
０
２
５
４

‐
22
‐
０
４
０
４

や
す
だ
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
主
催

や
す
だ
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
主
催

健
康
講
演
会
〜
関
節
に
負
担

を
か
け
な
い
身
体
づ
く
り
〜

日
11
月
14
日
（
木
）
午
前
10
時

〜
11
時
（
講
演
）、
午
前
11
時
〜

正
午
（
実
技
）　

場
安
田
交
流
セ

ン
タ
ー
3
階
「
大
会
議
室
」

講
小
島
伸
子
氏
（
健
康
運
動

指
導
士
）　

問
井
上　

☎
68
‐

３
８
４
５

手
続
き
・
制
度

Procedure･ System

事
業
者
向
け

事
業
者
向
け

年
末
調
整
お
よ
び
消
費
税

軽
減
税
率
制
度
説
明
会

　

新
発
田
税
務
署
で
は
、
事
業

者
を
対
象
と
し
た
説
明
会
を
次

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

持
「
年
末
調
整
の
し
か
た
」、「
給

与
所
得
の
源
泉
徴
収
票
等
の
法

定
調
書
の
作
成
と
提
出
の
手
引
」

な
ど
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト　

問
新

発
田
税
務
署
法
人
課
税
部
門　

☎
０
２
５
４
‐
22
‐
３
１
６
１（
代

表
）　

※
自
動
音
声
案
内
の「
２
」

を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

日付 対象地区※ 時間 場所

11月19日（火）新発田市、聖籠町
・・ 軽減税率制度に
関する説明会…
午前11時～正午
・ ・ 年末調整に関す
る説明会…午後
1時 30分～ 3時
15分

聖籠町文化会館
（聖籠町大字諏訪山1280）

11月20日（水）胎内市 胎内市産業文化会館
（胎内市新和町 2‐5）

11月21日（木）阿賀野市 阿賀野市ふれあい会館
（阿賀野市山崎 77）

※指定会場に出席できない場合には、他の会場に出席することができます。



17 16令和元年11月号 令和元年11月号

子
育
て
・
教
育

Parenting･ Education

未
就
園
児
保
護
者
の
皆
さ
ん
へ

未
就
園
児
保
護
者
の
皆
さ
ん
へ

幼
稚
園
に
遊
び
に
来
て
ね
！

◎ 

安
田
幼
稚
園「
親
子
プ
レ
ー
教
室
」

安
田
幼
稚
園「
親
子
プ
レ
ー
教
室
」

日
12
月
11
日
（
水
）
午
前
9
時
30

分
〜　

申
水
原
保
健
セ
ン
タ
ー
、

安
田
交
流
セ
ン
タ
ー
、
安
田
幼

稚
園
に
備
え
付
け
の
申
込
書
を

幼
稚
園
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

電
話
で
も
申
し
込
み
で
き
ま
す
。

対
0
〜
2
歳
児
と
そ
の
保
護
者　

￥
１
０
０
円
（
お
や
つ
代
な
ど
）

他
詳
し
く
は
園
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
申
込
書
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。　
問
安

田
幼
稚
園　
☎
68
‐
３
０
１
２

お
は
な
し
会

◎
お
は
な
し
の
じ
か
ん

◎
お
は
な
し
の
じ
か
ん

日
毎
週
土
曜
、
午
後
2
時
〜　

場

市
立
図
書
館　
☎
67
‐
２
５
０
０

◎
お
は
な
し
こ
ん
に
ち
は

◎
お
は
な
し
こ
ん
に
ち
は

日
11
月
10
日
（
日
）
午
前
10
時
30

分
〜（
毎
月
第
2
日
曜
）　

場
・
問
水
原
中
学
校
市
民
図
書
室

☎
47
‐
８
０
６
８

母
子
健
康
手
帳
の
交
付

日
毎
週
月
曜
・
金
曜
、
午
前
9
時
〜

正
午
、
毎
週
水
曜
、
午
前
9
時
〜

午
後
4
時
、
夜
間
役
所
（
21
ペ
ー
ジ

参
照
）　
※
こ
れ
ら
の
日
時
以
外
に

母
子
健
康
手
帳
の
交
付
を
希
望
す

る
場
合
は
、
事
前
に
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。　
場
水
原
保
健
セ
ン
タ
ー

持
妊
娠
届
出
書
と
そ
の
書
類
に
記

載
の
あ
る
必
要
書
類　

問
健
康
推

進
課 

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー　

☎
62
‐
２
５
１
０
（
内
線

２
６
１
０
）

子
育
て
親
子
カ
フ
ェ

「
花
ど
け
い
」

日
・
内
1111
月
1111
日
（
月
）
＝

日
（
月
）
＝
「
お

は
な
し
会
（
共
通
メ
ニ
ュ
ー
）」、
1111

月
2525
日
（
月
）
＝

日
（
月
）
＝
「
ピ
ア
ノ
演
奏

会
（
月
別
メ
ニ
ュ
ー
）」　
各
日
午
前

9
時
30
分
〜
11
時
30
分　

場
あ
が

の
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
こ
に

こ　
対
未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者

持
マ
イ
カ
ッ
プ
（
保
護
者
用
）、
保

育
に
必
要
な
も
の
（
お
む
つ
な
ど
）

※
子
ど
も
の
飲
み
物
が
必
要
な
人

は
、
各
自
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

お
や
つ
は
持
参
し
な
い
で
く
だ
さ

い
。　

主
催
＝

主
催
＝
子
育
て
支
援
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア 

い
ち
ご
み
る
く　

問
あ

が
の
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
こ

に
こ　
☎
62
‐
５
５
８
１

健
康
・
福
祉

H
ealth･ W

elfare

安
田
交
流
セ
ン
タ
ー

安
田
交
流
セ
ン
タ
ー

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
機
器

利
用
講
習
会

　

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
機
器
の
正
し

く
効
果
的
な
使
用
方
法
の
講
習

会
を
開
催
し
ま
す
。

日
11
月
21
日
（
木
）
午
前
9
時
30

分
〜
11
時
30
分　

場
安
田
交
流
セ

ン
タ
ー
3
階
「
集
会
室
2
」　
内
個

人
指
導
・
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま

す
。
都
合
の
い
い
時
間
に
来
館
し

て
く
だ
さ
い
。　
講
土
岐
一
希
氏（
阿

賀
野
市
総
合
型
ク
ラ
ブ
）　
持
内
履

き
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物　

問
健
康

推
進
課 

健
康
づ
く
り
係　
☎
62
‐

２
５
１
０
（
内
線
２
６
２
１
）

認
知
症
講
演
会
を

開
催
し
ま
す

　

認
知
症
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
を
知

り
、
認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
地
域
を
考
え
る
機
会

と
し
て
、
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
11
月
27
日
（
水
）
午
後
1
時

30
分
〜
3
時　

場
水
原
保
健
セ
ン

タ
ー
2
階「
研
修
室
」　
演
題
＝
演
題
＝「
認

知
症
を
知
っ
て
予
防
し
よ
う
！ 

〜

そ
し
て
、
笑
顔
で
暮
ら
せ
る
ま
ち

へ
〜
」　
講
本
田
吉
穂
氏
（
本
田
脳

神
経
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）　
定

１
５
０
人 

先
着　

持
認
知
症
あ

ん
し
ん
ガ
イ
ド
（
11
月
1
日
に
各

家
庭
に
配
布
済
み
）

他
本
間
淳
子
氏
に
よ
る
講
演
前
に

介
護
の
楽
し
い
話
を
腹
話
術
で

紹
介
し
ま
す
。

申
・
問
高
齢
福
祉
課 

地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
阿
賀
野　

☎
62
‐
２
５
１
０

（
内
線
２
１
３
３
、２
１
３
４
）、
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
笹
神　

☎

62
‐
４
１
４
３　

申
込
期
間

申
込
期
間
＝
11

月
5
日
（
火
）
〜
22
日
（
金
）

ひ
と
り
で
悩
ん
で
い
な
い
で

ひ
と
り
で
悩
ん
で
い
な
い
で

「
心こ

こ

カ
フ
ェ
絆
」
に

話
し
に
来
ま
せ
ん
か

　
「
学
校
に
行
き
た
く
な
い
」「
家

か
ら
出
ら
れ
な
い
」「
仕
事
に
就
く

気
に
な
れ
な
い
」
な
ど
で
悩
ん
で

い
る
人
や
そ
の
家
族
が
集
ま
り
、

安
心
し
て
気
持
ち
を
語
り
合
え
る

お
し
ゃ
べ
り
の
場
で
す
。

日
11
月
8
日（
金
）
午
後
7
時
〜
9

時
（
都
合
の
付
く
時
間
に
来
て
く

だ
さ
い
）　

※
開
催
日
は
、
偶
数
月

が
第
2
日
曜
の
午
前
10
時
〜
正
午
、

奇
数
月
が
第
2
金
曜
の
午
後
7
時

〜
9
時
で
す
。　

場
天
朝
山
文
化

交
流
の
家　

￥
１
０
０
円
（
茶
菓

代
）　
問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
市
民
ネ
ッ
ト

あ
が
の 

蛭え
び

子す　
☎
62
‐
０
６
４
９

催　
　

し

手
続
き
・
制
度

募　
　

集

子
育
て
・
教
育

健
康
・
福
祉

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

催　
　

し

手
続
き
・
制
度

募　
　

集

子
育
て
・
教
育

健
康
・
福
祉

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

50

あがのポイント
対象事業

募 　

集 

市
臨
時
職
員
募
集

◎ 

保
健
師

保
健
師

応
募
資
格
＝

応
募
資
格
＝
保
健
師
免
許
を
有

す
る
人　

募
集
人
数
＝

募
集
人
数
＝
1
人　

勤
務
日
・
時
間
＝

勤
務
日
・
時
間
＝
任
用
期
間
の

う
ち
市
役
所
開
庁
日
、
1
日
7

時
間
45
分
勤
務　

賃
金
＝

賃
金
＝
日
給

８
４
０
０
円
（
健
康
保
険
・
厚

生
年
金
・
雇
用
保
険
加
入
）　

勤

務
場
所
＝

務
場
所
＝
市
役
所
健
康
推
進
課 

成
人
係　

任
用
期
間
＝

任
用
期
間
＝
令
和
2

年
1
月
6
日
〜
3
月
31
日

申
市
の
「
臨
時
・
パ
ー
ト
職
員

登
録
台
帳
」
ま
た
は
市
販
の
履

歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入
、
写

真
を
貼
付
の
上
、
水
原
保
健
セ

ン
タ
ー
１
階
健
康
推
進
課
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。「
臨
時
・
パ
ー

ト
職
員
登
録
台
帳
」
は
、市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。　

応
募
期
限
＝

応
募
期
限
＝
11

月
29
日
（
金
）　

選
考
方
法
＝

選
考
方
法
＝
面

接
（
日
程
は
後
日
連
絡
し
ま
す
）

問
健
康
推
進
課 

成
人
係　

☎
62

‐
２
５
１
０
（
内
線
２
６
３
１
）

県営住宅・市営住宅の入居者を募集します

入居募
集住宅

県営安野住宅（安野町地内 市消防本部近く）
1号棟：昭和 54年建設　4階建て
2号棟：昭和 55年建設　4階建て
3号棟：昭和 56年建設　5階建て
間取り 3DK　
エレベーターなし
専用駐車場有（1世帯 2台まで）

市営源四郎団地（安田新栄町地内 安田幼稚園隣）
A棟・Ｂ棟：平成 8年建設　2階建て
間取り 2DK
エレベーターなし
専用駐車場有（1世帯 1台まで）

募集戸数
1 号棟（4階× 1戸）
2号棟（2階×2戸、3階×1戸、4階×1戸）
3号棟（2階×2戸、3階×1戸、5階×2戸）

Ａ棟（1階× 1戸）
Ｂ棟（1階× 1戸）

家賃
月額等

家賃：入居者の所得に応じて算定されます。　※減免制度あり

1号棟 15,000 円～ 23,100 円
2号棟 15,800 円～ 23,500 円
3号棟 16,000 円～ 23,900 円
駐車場使用料１台当たり 2,600 円

Ａ棟 20,800 円～ 31,000 円
Ｂ棟 17,300 円～ 25,800 円
駐車場使用料１台当たり 1,000 円

入居資格

①現在住宅に困窮していることが明らかな人
②現在同居し、または同居しようとする親族（婚約者等含む）がある人
③ 新潟県営住宅条例等に定める諸控除後の収入月額が158,000円以下の世帯または障がい
者や小学校就学前の子どもがいる世帯、60歳以上のみの世帯等で収入月額が214,000円
以下の世帯
④本人または現在同居し、もしくは同居しようとする親族が暴力団員でない人
⑤租税公課（税金など）を滞納していない人

その他

①照明器具等の設置は、入居者負担です。
②市では引越しにかかる経費の負担や手続き等は行いません。
③ 入居時には保証人（1人）が必要です。県営安野住宅では、保証人の他に敷金（家賃
3か月分）　が必要です。

入居予定期居予定期日＝日＝ 12 月上旬以降　選考方法等＝選考方法等＝入居希望者が多数の場合は、世帯構成、住宅困窮度合
等を配慮し、抽選によって決定します。　申 所定の申込書および添付書類を提出ください（申込書
等の書類は、市役所 3階建設課にあります）。入居資格を満たしていれば、県営住宅と市営住宅の両
方に申し込むことが可能です。　受付期間＝受付期間＝ 11 月 1日（金）～ 29日（金）　問 建設課 都市計画建
築係（内線 2323）

【お詫びと訂正】
　10 月 1 日号 16 ページに掲載した「インフルエンザ
予防接種料を助成します」の記事について、表中、本田
脳神経外科クリニックの備考欄に誤りがありました。お
詫びして訂正します。

 〈誤〉　65歳以上の接種のみ
〈正〉　接種可能年齢…13歳以上



19 18令和元年11月号 令和元年11月号

催　
　

し

手
続
き
・
制
度

募　
　

集

子
育
て
・
教
育

健
康
・
福
祉

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

催　
　

し

手
続
き
・
制
度

募　
　

集

子
育
て
・
教
育

健
康
・
福
祉

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

市
民
卓
球
教
室

日
11
月
9
日（
土
）、
16
日（
土
）、

23
日（
土
・
祝
）、
30
日（
土
）、
12
月

7
日（
土
）
午
後
7
時
30
分
〜
9
時

（
全
5
回
）　

場
水
原
総
合
体
育
館

対
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者（
親

子
も
歓
迎
）　

￥
３
０
０
円　

持

上
履
き
、
運
動
の
で
き
る
服
装

申
所
定
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
水
原
総
合
体
育
館
へ

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
申
込
用
紙

は
水
原
総
合
体
育
館
に
あ
る
ほ
か
、

市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

申
込
締
切
＝

申
込
締
切
＝
11
月
6
日（
水
）　

問
市

ス
ポ
ー
ツ
協
会　

☎
25
‐
７
６
１
３

く
ら
し
・
相
談

Life･ Consultation

1111
月月
99
日
（
土
）
〜

日
（
土
）
〜
1515
日
（
金
）

日
（
金
）

秋
の
火
災
予
防
運
動

◎ 

全
国
統
一
標
語

全
国
統
一
標
語

「
ひ
と
つ
ず
つ　
い
い
ね
！
で
確
認

　

火
の
用
心
」

◎ 

阿
賀
野
市
防
火
標
語

阿
賀
野
市
防
火
標
語

「
火
事
見
た
ら　
動
画
撮
る
よ
り

　

ま
ず
消
火
」

◎ 

大
切
な
命
を
守
る
た
め
に
！

大
切
な
命
を
守
る
た
め
に
！

今
年
5
月
、
無
作
為
に
抽
出
し

た
市
内
１
２
０
世
帯
を
対
象
に
住

宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
調
査
を

行
っ
た
結
果
、
住
宅
用
火
災
警
報

器
が
適
正
に
設
置
し
て
あ
る
世
帯

割
合
は
59
・
8
％
で
し
た
。

　

自
分
や
大
切
な
家
族
の
命
、

財
産
を
守
る
た
め
に
住
宅
用
火

災
警
報
器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

未
設
置
の
世
帯
は
、
早
期
の
設

置
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

設
置
済
み
の
世
帯
は
、
正
常
に

作
動
す
る
か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
古
く
な
る

と
電
子
部
品
の
劣
化
や
電
池
切
れ

な
ど
で
火
災
を
感
知
し
な
く
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
定
期
的
な
確

認
を
し
、
10
年
を
目
安
に
交
換
し

ま
し
ょ
う
。

◎ 

火
災
の
未
然
防
止
に
つ
い
て

火
災
の
未
然
防
止
に
つ
い
て

・
寝
た
ば
こ
や
た
ば
こ
の
吸
い
殻

の
後
始
末
を
し
っ
か
り
行
う

・
た
こ
足
配
線
や
コ
ン
セ
ン
ト

周
囲
に
ほ
こ
り
が
溜
ま
っ
て

い
な
い
か
、
コ
ー
ド
を
踏
み

つ
け
て
い
な
い
か
確
認
す
る

・
暖
房
機
器
の
取
り
扱
い
に
注

意
す
る

・
建
物
の
周
囲
に
燃
え
や
す
い

物
を
放
置
し
な
い

　

市
消
防
本
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
「
防
火
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
」

が
掲
載
さ
れ
て
い
る

の
で
、
ご
覧
く
だ
さ

い
。

◎ 

消
火
訓
練
に
つ
い
て

消
火
訓
練
に
つ
い
て

　

自
治
会
や
事
業
所
に
消
火
栓
・

消
火
器
の
使
い
方
を
指
導
し
て

い
ま
す
。
希
望
す
る
団
体
は
消

防
署
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

◎ 

老
朽
化
消
火
器
の
回
収

老
朽
化
消
火
器
の
回
収

日
火
災
予
防
運
動
期
間
中　

場

市
消
防
本
部
、
か
が
や
き
分
署

引
き
取
り
料
＝

引
き
取
り
料
＝
１
5
０
０
円
／
本

◎ 

期
間
中
の
行
事
予
定

期
間
中
の
行
事
予
定

あ
が
の
わ
く
わ
く
産
業
フ
ェ

ア
に
併
せ
て
防
火
Ｐ
Ｒ
活
動
を

行
い
ま
す
。

日
11
月
4
日
（
月
・
振
休
）
午
前
10

時
〜
午
後
3
時　

場
サ
ン
ト
ピ
ア

ワ
ー
ル
ド　
内
消
防
車
両
の
展
示
、

水
消
火
器
に
よ
る
消
火
体
験
、
防

災
機
器
の
展
示
、
消
防
グ
ッ
ズ
の

配
布
、
起
震
車
に
よ
る
地
震
体
験

◎
そ
の
他

◎
そ
の
他

　

火
災
予
防
運
動
期
間
中
、
午

前
7
時
と
午
後
8
時
に
サ
イ
レ

ン
を
吹
鳴
し
ま
す
。

問
消
防
本
部　

☎
62
‐
２
０
５
８

ご
存
じ
で
す
か
？

ご
存
じ
で
す
か
？

標
準
営
業
約
款
制
度

（
Ｓ
マ
ー
ク
）

標
準
営
業
約
款
制
度
は
、
法

律
で
定
め
ら
れ
た
消
費
者
（
利
用

者
）
を
守
る
た
め
の
制
度
で
す
。

　

厚
生
労
働
大
臣
認
可
の
約
款

に
従
っ
て
営
業
す
る
こ
と
を
登

録
し
た
「
理
容
店
」、「
美
容
店
」、

「
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
」、「
め
ん
類

飲
食
店
」、「
一
般
飲
食
店
」
で

は
Ｓ
マ
ー
ク
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

登
録
店
は
、
安
心
・
安
全
・

衛
生
を
約
束
す
る
信
頼
で
き
る

お
店
で
す
。

問
（
公
財
）
新
潟
県
生
活
衛

生
営
業
指
導
セ
ン
タ
ー　

☎

０
２
５
‐
３
７
８
‐
２
５
４
０

（広 告）

健
康
・
福
祉

H
ealth･ W

elfare
あ
が
の
市
民
病
院

あ
が
の
市
民
病
院

糖
尿
病
教
室
の
ご
案
内

　

あ
が
の
市
民
病
院
で
は
11
月

14
日
の
「
世
界
糖
尿
病
デ
ー
」

に
合
わ
せ
、
11
月
を
糖
尿
病
月

間
と
し
て
糖
尿
病
予
防
・
療
養

の
啓
発
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　

糖
尿
病
に
興
味
の
あ
る
人
な

ら
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

◎
第
◎
第
1
回

日
11
月
7
日
（
木
）
午
後
2
時
〜

3
時　
内
糖
尿
病
に
つ
い
て
（
総

論
）、
糖
尿
病
の
食
事
に
つ
い
て

講
白
石
友
信
医
師
、
管
理
栄
養
士

◎
第
◎
第
2
回

日
11
月
14
日（
木
）午
後
2
時
〜
3

時　
内
糖
尿
病
に
つ
い
て
（
治
療
）、

糖
尿
病
患
者
の
検
査
値
の
見
方　

講
白
石
友
信
医
師
、
検
査
技
師

◎
第
◎
第
3
回

日
11
月
21
日
（
木
）
午
後
2
時

〜
3
時　

内
災
害
に
備
え
よ
う
、

エ
コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス
症
候
群
の

予
防
に
つ
い
て　

講
薬
剤
師
・

看
護
師
、
理
学
療
法
士

◎
第
◎
第
4
回

日
11
月
28
日
（
木
）
午
後
2
時
〜

3
時　
内
糖
尿
病
と
お
口
の
関
係
、

糖
尿
病
治
療
の
お
金
の
は
な
し　

講
辻
内
実
英
医
師
、
医
事
課
職
員

◎
共
通
事
項

◎
共
通
事
項

場
あ
が
の
市
民
病
院
2
階
「
講

堂
」　

定
各
回
30
人
先
着

申
・

問
あ
が
の
市
民
病
院　

☎
62
‐

２
７
８
０

障
が
い
者
就
職
応
援
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す

障
が
い
の
あ
る
人
を
対
象
に
、

受
入
先
企
業
の
お
話
を
聞
く
心
構

え
講
座
や
実
際
の
面
接
を
想
定
し

た
模
擬
面
接
会
を
実
施
し
ま
す
。

ど
ち
ら
か
1
回
の
み
の
参
加
で
も

構
い
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

日
①
11
月
22
日
（
金
）、
②
11
月
29

日
（
金
）
各
回
午
後
1
時
30
分
〜

3
時
（
午
後
1
時
〜
受
付
）　
内
①

心
構
え
講
座
、
②
模
擬
面
接
会　

場
市
役
所
4
階
「
４
０
３
会
議
室
」

申
・
問
障
が
い
者
基
幹
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー　
☎
61
‐
２
４
８
８

障
が
い
者
就
職
面
接
会

を
開
催
し
ま
す

就
職
を
希
望
す
る
障
が
い
の
あ

る
人
と
、
障
が
い
の
あ
る
人
の
採

用
を
考
え
て
い
る
企
業
担
当
者
と

の
就
職
面
接
会
を
開
催
し
ま
す
。

申
込
方
法
や
参
加
企
業
な
ど
の
詳

細
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
新
発
田
へ

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
障
が
い
が
あ
り
、
就
職

に
悩
ん
で
い
る
人
や
障
が
い
者
の

雇
用
に
悩
ん
で
い
る
企
業
を
対
象

と
し
た
障
が
い
者
雇
用
に
関
す
る

相
談
会
も
実
施
し
ま
す
。

日
12
月
６
日
（
金
）　
午
後
1
時
30

分
〜
4
時
（
午
後
1
時
〜
受
付
）　

場
市
役
所
4
階
「
４
０
３
会
議
室
」

申
・
問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
新
発
田　

職
業
紹
介
部
門　

☎
０
２
５
４
‐

27
‐
６
６
７
７

市
運
動
普
及
員
会
事
業

市
運
動
普
及
員
会
事
業

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

ダ
ン
ス
講
習
会

健
康
づ
く
り
の
た
め
に
み
ん
な

で
楽
し
く
体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
。

日
11
月
25
日
（
月
）、
12
月
2
日

（
月
）、
9
日
（
月
）
各
日
午
前
10

時
〜
11
時
30
分

場
水
原
総
合

体
育
館　
内
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

ダ
ン
ス　
講
井
上
恵
子
氏
（
日
本

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
公
認
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
）　
持
運
動
靴
、
タ
オ
ル
、

飲
み
物
な
ど　
問
市
運
動
普
及
員

会
事
務
局　
☎
62‐２
５
１
０（
健

康
推
進
課
内
・
内
線
２
６
２
１
）

ス
ポ
ー
ツ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
阿
賀
野
市
総
合
型
ク
ラ
ブ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
阿
賀
野
市
総
合
型
ク
ラ
ブ

阿
賀
野
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
協

議
会
合
同
企
画
お
楽
し
み
運
動
会

日
11
月
30
日
（
土
）
午
前
9
時

〜
昼
12
時
30
分
（
午
前
8
時
30

分
〜
受
付
）　

場
水
原
総
合
体

育
館　

対
年
中
〜
小
学
生　

内
徒
競
走
、
リ
レ
ー
、
そ
の
他

団
体
種
目
な
ど
の
ほ
か
、
笑
い

ヨ
ガ
や
ミ
ニ
テ
ニ
ス
の
体
験
会

が
あ
り
ま
す
。

￥
５
０
０
円

（
当
日
徴
収
）　

定
１
０
０
人
程

度

持
内
履
き
、
飲
み
物
、
タ

オ
ル
、
動
き
や
す
い
服
装　

申

・
問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
阿
賀
野
市
総

合
型
ク
ラ
ブ
ス
ポ
ア　

☎
61
‐

２
１
１
１
、
Ⓕ
62
‐
７
７
４
９
、

info@
agano-sougougata.

com

申
込
締
切
＝

申
込
締
切
＝
11
月
12
日

（
火
）

　日常会話でよく使う手話を毎月 1単語
ずつ紹介します。
　手話を覚えて聴覚障害がある人とコ
ミュニケーションをとってみましょう。

「よろしくお願いします」
　握った右手を鼻先に当て、軽く前に出しま
す。頭を下げながら、手を開き、前に出します。

1 22

新潟県交通災害共済新潟県交通災害共済
交通災害共済に加入している人が、交通事故に

遭い、けがをした場合、7 日以上の入院通院で見舞金
が支払われます。
　見舞金の請求期間は、交通事故に遭った日から起算
して「1 年以内」です。
　事故に遭った場合は、早めの手続きをお願いします。

阿賀野市 総務課 交通対策係

☎ 0250‐６２‐２５１０（内線 2284）

S マーク

お売り下さい（買取専門）お売り下さい（買取専門）

福地オート   阿賀野市野田1066番地

◎お電話はこちらへ☎090-3144-8209

紹介キャンペーン実施中
前
後
前
後【買取例】【買取例】クボタトラクタークボタトラクターL1-24L1-24(4WD)(4WD) 2222万円万円

【買取例  【買取例   ヤンマートラクターFX265ヤンマートラクターFX265(4WD)(4WD) 1616万円万円

免許証返納者の車やバックホー、
各種重機の買い取りも致します。
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し

手
続
き
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集
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育
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ス
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・
相
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11 月の各種相談
　各種相談所および窓口は、いずれも相談無料で、秘密は固く守られます。一人で悩まず、ご相談くだ
さい。　※記載のないものは祝日実施はありません。

相談名 日時 内容・必要な物 場所 予約・問い合わせ

健
康
・
福
祉

高齢者
相談窓口

一般相談 月～金曜
9：00～ 17：00

相談員が高齢者とその
家族の相談に応じます。 新潟県高齢者総合相

談センター内（新潟
市中央区上所 2-2-2 
新潟ユニゾンプラザ
3階）

☎025-285-4165
（相談・予約）専門相談

要予約
5日（火）、11日（月）、
18日（月）、25日（月）

弁護士が法律相談に応
じます。

認知症
コールセンター

月～金曜
9：00～ 17：00

相談員が認知症の人とそ
の家族の相談に応じます。

☎ 0 2 5 - 2 8 1 -
2783（相談）

精神科医による
こころの健康相談会
要予約

19 日（火）
13：30～ 16：00

精神科医が精神的な病気
やこころの健康に不安を
感じている人やその家族
の相談に応じます。

新発田地域振興局 2
階「予診室」（新発
田市豊町 3-3-2）

新発田地域振興
局 地域保健課
☎0254-26-9133

保健師による
こころの健康相談 
要予約

毎週水曜
9：00～ 16：00
（第2・4水曜は予約不要 ）
※相談日以外も随時対応可

保健師がこころの健康
に関する相談に応じま
す。

水原保健センター
健康推進課 健康
づくり係
☎62-2510（内線
2622・2612）

子
育
て
・
教
育

教育相談 毎週水曜
9：00～ 16：30

教育相談員が教育上の
悩みやいじめなどの相
談に応じます。

教育センター（笹神支所内）
☎ 62-2790

育児相談
毎週月・金曜
9：00～ 12：00
毎週水曜
9：00～ 16：00

保健師・助産師・栄養
士が育児に関する相談
に応じます。

水原保健センター
健 康 推 進 課 子
育 て 係　 ☎ 62-
2510（ 内 線
2635・2637）

にこにこ
なんでも
相談

助産師
8日（金）
13：00～ 16：00
20日（水）
12：00～ 16：00

子どもの健康や発達の
ことなど、育児全般に
ついて相談に応じます。

あがの子育て支援センターにこにこ
☎ 62-5581

栄養士 20日（水）
13：30～ 15：30

そ
の
他

消費者相談

月～金曜
8：30～ 17：15

消費者生活相談員が、
消費生活問題の相談に
応じます。

市民生活課 相談係（内線 2104）

月～金曜
9：00～ 17：00
土曜（電話相談のみ）
10：00～ 16：30
※来所相談は 要予約

新潟県消費者生活セ
ンター（新潟市中央区
上所2-2-2 新潟ユニ
ゾンプラザ1階）

新潟県消費者生
活センター
☎ 0 2 5 - 2 8 5 -
4196

年金相談 要予約 20 日（水）
10：00～ 14：30

新発田年金事務所の職
員が相談に応じます。
予約時に氏名、住所、基
礎年金番号、電話番号、
希望の相談開始時間、相
談内容を伝えてください。

水原総合体育館1階
「ミーティングルーム」

予約＝予約＝新発田年金
事務所　☎0254-
23-2128
問い合わせ＝問い合わせ＝健康
推進課 国保年金
係　 ☎ 62-2510
（内線2183）

行政相談 11日（月）
10：00～ 12：00

行政相談員が国の仕事
や国が県や市町村に委
ねている仕事について
相談に応じます。

京ヶ瀬支所 1階
「相談室」

市民生活課 相談
係
☎ 62-2510
（内線 2104）

弁護士による「法
律相談」 要予約

6日（水）、20日（水）
13：30～ 16：30 弁護士、司法書士それぞ

れの専門業務に特化した
相談を受けることができ
ます。

市役所 1階「相談室」司法書士による無料
「法律相談」  （予約時
に簡単に内容を聞き
ます）要予約

27 日（水）
13：30～ 16：30

労働相談 月～金曜
8：30～ 17：15

残業代が支払われないな
ど労働条件の相談や働き
方改革に関する事業主か
らの相談に応じます。

新発田労働基準監督
署（新発田市日渡96）

☎ 0 2 5 4 - 2 7 -
6680

夜
間
役
所

日
11
月
6
日
（
水
）、20
日
（
水
）

午
後
5
時
15
分
〜
7
時　

場
市

役
所
1
階
市
民
生
活
課　

※
各

支
所
で
は
開
設
し
ま
せ
ん
。　

内
戸
籍
、
住
民
票
、
印
鑑
登
録
・

証
明
、
通
知
カ
ー
ド
・
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド（
個
人
番
号
カ
ー

ド
）
の
記
載
事
項
変
更
・
交
付
、

納
税
、
口
座
振
替
手
続
き
、
母

子
健
康
手
帳
の
交
付
等
。
パ
ス

ポ
ー
ト
は
交
付
の
み
で
す
。　

問
市
民
生
活
課 

市
民
係　

☎
62

‐
２
５
１
０
（
内
線
２
１
０
１
）

図
書
施
設
休
館
（
室
）
日

◎ 

市
立
図
書
館

市
立
図
書
館

日
11
月
11
日
（
月
）、18
日
（
月
）、

21
日
（
木
）、
25
日
（
月
）

◎ 

水
原
中
学
校
市
民
図
書
室

水
原
中
学
校
市
民
図
書
室

日
11
月
1
日
（
金
）、8
日
（
金
）、

15
日
（
金
）、
21
日
（
木
）、
22

日
（
金
）、
29
日
（
金
）　

問
市

立
図
書
館　

☎
67
‐
２
５
０
０

大
日
原
演
習
場
訓
練
予
定

射
撃
訓
練
＝

射
撃
訓
練
＝
11
月
1
日
（
金
）

〜
3
日
（
日
・
祝
）、6
日
（
水
）、

8
日
（
金
）、
12
日
（
火
）
〜
30

日（
土
）午
前
8
時
〜
午
後
5
時
、

11
月
5
日
（
火
）、
7
日
（
木
）

午
前
8
時
〜
午
後
9
時

※ 

演
習
場
内
へ
の
立
ち
入
り
は
、

許
可
が
必
要
で
す
。

問
新
発
田
駐
屯
地　

☎
０
２
５
４

‐
22
‐
３
１
５
１

脚
立
・
は
し
ご
か
ら
の

転
落
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

　

脚
立
や
は
し
ご
か
ら
転
落
や

転
倒
し
て
骨
折
し
た
場
合
、
そ

れ
を
き
っ
か
け
に
寝
た
き
り
に

な
っ
た
り
、
頭
部
等
に
重
篤
な

け
が
を
負
い
、
後
遺
症
が
生
じ
た

り
す
る
こ
と
も
あ
る
の
で
注
意

が
必
要
で
す
。

　

加
齢
に
伴
い
、
誰
で
も
身
体
・

認
知
の
機
能
が
衰
え
て
き
ま
す
。

無
理
を
し
な
い
こ
と
が
大
切
で

す
。
ま
だ
大
丈
夫
と
思
わ
ず
、
高

所
で
の
作
業
は
事
業
者
等
に
依
頼

す
る
こ
と
も
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

　

作
業
は
一
人
き
り
で
は
行
わ

ず
、
安
定
性
の
高
い
用
具
を
選

び
、
使
い
方
に
つ
い
て
今
一
度

確
認
し
ま
し
ょ
う
。 

　

消
費
生
活
に
関
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
情
報
は
、
消
費

者
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.caa.

go.jp/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
市
民
生
活
課 

相
談
係　

☎
62

‐
２
５
１
０
（
内
線
２
１
０
４
）、

新
潟
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー　

☎
０
２
５
‐
２
８
５
‐
４
１
９
６

♥朝ごはん！　あなたの体の目覚まし時計
♥よく噛んで　みんなで食べるとおいしいね食育メッセージ
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し
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ら
し
・
相
談

【人の動き】
●人口 42,032 人（－ 42）
　　男 20,336 人（－ 13）
　　女 21,696 人（－ 26）
・出生 9人　・死亡 55人　・転入 58人　・転出 54人
●世帯数 14,490（＋ 9)
　　令和元年 10月 1日現在（　）は前月比（10月 1日～ 15日届出分、敬称略）

氏名 保護者名 誕生日 住所

丸山倫
り ん た ろ う

太郎 宏　太 9.22 関　屋

渡邉ちとせ 大　貴 9.24 千　原

清水　菜
な

智
ち

択　男 9.24 金田町

原　　結
ゆ

咲
い

直　人 9.27 中央町 2

安藤　　楓
かえで

哲　哉 9.28 中央町 2

唐橋　和
の ど か

花 佑　来 10.2 七　浦

小野里心
こ こ み

美 武 10.3 六野瀬

阿部　華
か ん な

菜 敬　寛 10.7 関　屋

大倉　千
ち

朋
ほ

拓 10.8 稲荷町

鈴木　　杏
あん

賢　太 10.10 外城町

氏名 年齢 死亡日 住所

井上　　久 93歳 9.30 新　保

齋藤　　澄 92歳 10.1 駒　林

波多野トミエ 84歳 10.1 上高関

相澤　ナミ 99歳 10.2 中島町

植木　春義 93歳 10.3 金　屋

瀨藤　　厚 84歳 10.3 下条町

坂井フチエ 90歳 10.4 高　田

齋藤　ナカ 99歳 10.5 布　目

山口　廣子 74歳 10.6 北本町

酒井　コト 88歳 10.7 若葉町

小林　悦子 82歳 10.10 緑　岡

遠藤ミサヲ 93歳 10.12 次郎丸

髙 　義昭 84歳 10.12 保　田

小林　福代 92歳 10.14 出　湯

朝熊　公榮 84歳 10.14 嶋　瀬



虐
待
に
怯
え
る
子
ど
も

　

児
童
虐
待
事
件
が
発
生
す
る
度
に
「
ま
た

か
、
な
ん
で
」
と
い
う
思
い
を
持
た
れ
る
方

も
多
い
と
思
い
ま
す
。
関
係
機
関
の
対
応
の

ま
ず
さ
が
指
摘
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
行

政
を
預
か
る
者
と
し
て
心
が
痛
み
ま
す
。

　

先
月
、
目
黒
区
に
住
む
船
戸
結
愛
ち
ゃ
ん

（
5
歳
）
が
父
親
の
虐
待
で
命
を
落
と
し
た
事

件
の
判
決
が
言
い
渡
さ
れ
ま
し
た
。

結
愛
ち
ゃ
ん
は
亡
く
な
る
前
「
ゆ
る

し
て
く
だ
さ
い　
お
ね
が
い
し
ま
す
」

と
書
き
残
し
て
い
た
と
の
報
道
は
、

社
会
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
、
多
く

の
人
が
涙
し
ま
し
た
。
児
童
虐
待
に

つ
い
て
は
、
欧
米
諸
国
で
は
深
刻
な

事
態
に
な
る
前
の
段
階
か
ら
厳
し
い

刑
罰
が
科
さ
れ
ま
す
が
、
日
本
は
深

刻
な
事
態
に
な
ら
な
い
と
科
さ
れ
ま

せ
ん
。
来
年
４
月
か
ら
改
正
児
童
虐

待
防
止
法
の
成
立
に
よ
り
、
親
に
よ
る
し
つ
け

の
た
め
の
子
ど
も
へ
の
体
罰
が
禁
止
さ
れ
ま
す
。

　

雑
誌
『
エ
ク
セ
レ
ン
ト
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ケ
ア

リ
ン
グ
』
に
次
の
よ
う
な
記
事
が
載
っ
て
い
ま

し
た
。

　
『
愛
の

』
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
日
本
で
も

親
が
子
ど
も
た
ち
の
し
つ
け
と
し
て
暴
力
を
用

い
た
り
、
怒
声
や
暴
言
を
浴
び
せ
た
り
す
る
こ

と
を
看
過
し
て
い
る
傾
向
に
あ
る
。
そ
の
た
め

罪
の
な
い
子
ど
も
た
ち
が
命
を
落
と
し
て
し
ま

う
、
心
が
痛
む
ニ
ュ
ー
ス
が
続
い
て
い
る
。

　

児
童
文
学
作
家
の
ア
ス
ト
リ
ッ
ド
・
リ
ン
ド

グ
レ
ー
ン
さ
ん
は
ス
ピ
ー
チ
で
こ
う
述
べ
て
い

る
。「
あ
る
日
、

あ
る
日
、
罰
に
値
す
る
と
思
え
る
こ
と
を

し
た
幼
い
息
子
に
、
母
親
は
叩
く
た
め
の
枝
を

探
し
て
く
る
よ
う
言
い
渡
し
た
。
し
ば
ら
く
す

る
と
息
子
は
泣
き
な
が
ら
帰
っ
て
き
て
、
母
親

に
石
を
渡
し
た
。『
マ
マ
は
僕
を
傷
つ
け
た
い
の

だ
か
ら
、
石
だ
っ
て
使
う
だ
ろ
う
』
と

男
の
子
は
思
っ
た
の
だ
ろ
う
。
彼
の
行

動
に
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
母
親
は
、
泣

き
な
が
ら
彼
を
抱
き
し
め
、
一
生
暴
力

を
振
る
わ
な
い
こ
と
を
誓
っ
た
」。
体

罰
を
受
け
た
子
ど
も
の
悲
し
み
、
そ
し

て
そ
れ
を
感
じ
た
母
親
の
後
悔
と
「
二

度
と
暴
力
を
振
る
わ
な
い
」
と
い
う
決

心
に
つ
い
て
語
っ
た
こ
の
ス
ピ
ー
チ
は
、

多
く
の
大
人
た
ち
に
衝
撃
を
与
え
、
体

罰
や
し
つ
け
に
つ
い
て
考
え
直
す
き
っ

か
け
を
作
っ
た
。
彼
女
の
ス
ピ
ー
チ
か
ら
翌
年

の
１
９
７
９
年
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
世
界
初
の

育
児
手
段
と
し
て
の
暴
力
を
禁
止
し
た
法
律
が

制
定
さ
れ
た
。
日
本
は
体
罰
を
法
律
で
禁
止
し

た
世
界
で
55
番
目
の
国
と
な
る
。

　
増
え
続
け
る
児
童
虐
待
、
子
ど
も
た
ち
の
未

来
の
た
め
に
悲
惨
な
事
件
は
何
と
し
て
も
無
く

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

田 

中 

清 

善

現
在
、
緑
岡
地
内
で
消

雪
パ
イ
プ
の
工
事
を

行
っ
て
い
る
が
、
一
昨

年
の
大
雪
時
は
消
雪
パ
イ
プ
だ
け
で

は
対
応
で
き
な
く
な
る
。そ
の
場
合
、

除
雪
車
は
出
動
す
る
の
か
。

消
雪
パ
イ
プ
設
置
道
路

の
機
械
除
雪
に
つ
い
て

は
、
原
則
と
し
て
行
っ

て
お
り
ま
せ
ん
が
、
大
雪
や
消
雪
施

設
の
故
障
な
ど
に
よ
り
、
消
雪
パ
イ

プ
だ
け
で
は
消
雪
機
能
が
追
い
付
か

ず
、
道
路
交
通
に
支
障
を
き
た
す
と

判
断
し
た
場
合
は
、
緊
急
対
応
と
し

て
、
消
雪
パ
イ
プ
設
置
道
路
の
機
械

除
雪
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

実
際
、
ご
意
見
に
あ
り
ま
し
た
一

昨
年
の
大
雪
時
に
は
、
市
内
各
所
で

機
械
除
雪
に
よ
る
対
応
を
行
っ
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
皆
様
が
冬
期
間
も
安

心
し
て
生
活
で
き
る
住
環
境
整
備
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

■
市
長
へ
の
た
よ
り
を
送
る
に
は

◎
専
用
は
が
き
（
切
手
不
要
）

　

次
の
施
設
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

○
安
田
地
区
… 

安
田
交
流
セ
ン
タ
ー

「
風
と
ぴ
あ
」、
吉
田
東
伍
記
念
博
物

館
、
宝
珠
温
泉
保
養
セ
ン
タ
ー
あ
か

ま
つ
荘

○
京
ヶ
瀬
地
区
…
京
ヶ
瀬
支
所
、
市

立
図
書
館
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
京

和
荘

○
水
原
地
区
…
市
役
所
、
水
原
公
民

館
、
水
原
中
学
校
市
民
図
書
室
、
水

原
総
合
体
育
館
、
福
祉
会
館
、
水
原

保
健
セ
ン
タ
ー
、
リ
ズ
ム
・
ハ
ウ
ス

瓢
湖

○
笹
神
地
区
…
笹
神
支
所
、
ふ
れ
あ

い
会
館
、
笹
神
体
育
館
、
五
頭
山
麓

う
ら
ら
の
森 

◎
電
子
メ
ー
ル

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「
市
長
の
部
屋
」
に
入
力

フ
ォ
ー
ム
が
あ
り
ま
す
。

■ 

送
付
先
・
問
い
合
わ

せ

　

市
長
政
策
・
市
民
協
働
課 

秘
書

広
報
広
聴
係 

☎
61
‐
２
５
０
２

い
た
だ
い
た
意
見
は
市
長
が
必
ず
目
を
通
し
ま
す

「
市
長
へ
の
た
よ
り
」
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

ＱＡ
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